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このマニュアルについて

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法について説明します。また、関連

マニュアルを入手する方法も紹介します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 目的（P. viii）

• 対象読者（P. viii）

• 構成（P. ix）

• 関連マニュアル（P. x）

• 表記法（P. x）

• 技術情報の入手方法（P. xi）

• シスコ製品のセキュリティの概要（P. xiii）

• シスコ製品のセキュリティ問題の報告（P. xiv）

• テクニカル サポート（P. xv）

• その他の資料および情報の入手方法（P. xviii）
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目的

『Cisco Unified CallManager Attendant Console ユーザ ガイド』では、読者（ユーザ）が次の作業をすると
きに役立つ情報を提供しています。

• Cisco Unified CallManager Attendant Console のインターフェイス、および機能を理解する。

• Cisco Unified CallManager Attendant Console を起動し、ログインする。

• オンラインになった後、ユーザ宛てのコールを処理する。

• Cisco Unified CallManager Attendant Console を使用して、コールへの応答、コールの発信、および
コールの経路指定をする。

• 短縮ダイヤル ボタンを設定して使用する。

• ディレクトリ を使用して電話番号を検索し、コールを発信し、回線の状況を表示する。

対象読者

このマニュアルは、Cisco Unified CallManager Attendant Console のユーザを対象としており、ユーザに
役立つ情報、および作業手順を提供します。システム管理者は、このマニュアルに対応する

『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』で、インストール情報および設定情報を参照できます。



このマニュアルについて

Cisco Unified CallManager Attendant Console ユーザ ガイド ix

構成

表 1 に、このマニュアルの構成を示します。

表 1 マニュアルの構成

章 説明

第 1章「はじめに」 Cisco Unified CallManager Attendant Console の概要、および
ユーザの環境設定、Attendant Console の起動、ログイン、オ
ンライン化などのコール処理のための手順を説明していま

す。

第 2章「コールの処理」 通話制御ボタン、メニューバー、キーボード ショートカッ
ト、およびマウスを使用して、コールの開始、応答、および

経路指定をする方法説明しています。

第 3章「Cisco Unified CallManager 
Attendant Console 設定のカスタマイズ」

オンライン /オフライン、ログアウト、キーボード ショート
カットの編集、テキスト サイズやコンソールの色表示の変
更、コール制御作業の実行、［ダイヤル番号］キーパットの

使用、およびオンライン ヘルプへアクセスする方法を説明し
ています。

第 4 章「短縮ダイヤルのエントリとグ
ループの設定」

短縮ダイヤル グループ、およびエントリを設定し、これらの
エントリを使用してコール制御作業を実行する方法を説明

しています。

第 5章「ディレクトリの使用方法」 ディレクトリを使用して、Cisco Unified CallManager データ
ベース内に設定された電話番号を検索する方法を説明して

います。

第 6章「トラブルシューティング」 いくつかの共通の問題を記述し、各問題の状況説明、および

解決法を記述しています。
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関連マニュアル

Cisco IP テレフォニーのアプリケーション、およびその製品についての詳細は、次の資料を参照してく
ださい。

• Cisco Unified CallManager Attendant Console Keyboard Shortcuts（英文のみ）

• Cisco Unified IP Phone 7940/7960 ユーザ ガイド

• クイック スタート ガイド Cisco Unified IP Phone 7940/7960

• Installing the Wall Mount Kit for the Cisco Unified IP Phone

表記法

注釈では、次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」の意味です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参考資料などを紹介しています。

ヒントは、次のように表しています。

ヒント 便利なヒントです。

注意は、次のように表しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述さ

れています。
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技術情報の入手方法

シスコのマニュアルおよびその他の資料は、Cisco.com でご利用いただけます。また、技術的なサポー
トやリソースを活用していただくために、他にも複数の方法を用意しています。ここでは、シスコシ

ステムズから技術情報を入手する方法を紹介します。

Cisco.com
シスコの最新のドキュメントには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport

シスコ Web サイトには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com

各国のシスコ Web サイトには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

シスコ製品の最新資料の日本語版には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp

Product Documentation DVD（英語版）
シスコ製品のマニュアルおよびその他の資料は、製品に付属の Product Documentation DVD パッケージ
でご利用いただけます。Product Documentation DVD は定期的に更新されるので、印刷資料よりも新し
い情報が得られます。

Product Documentation DVD は、技術情報を包含する製品マニュアルをポータブルなメディアに格納し
た、包括的なライブラリです。この DVD を使用することにより、シスコ製の各ハードウェアやソフト
ウェアのインストール、コンフィギュレーション、およびコマンドに関する複数のバージョンのマニュ

アルにアクセスし、技術情報を HTML で参照できます。また、この DVD を使用すると、シスコの Web
サイトで参照できるのと同じマニュアルに、インターネットに接続せずにアクセスできます。一部の

製品については、PDF 版のマニュアルもご利用いただけます。

Product Documentation DVD は、1 回単位で入手することも、または定期購読することもできます。
Cisco.com 登録ユーザ（Cisco direct customers）の場合、次の URL の Cisco Marketplace から Product
Documentation DVD（Product Number DOC-DOCDVD=）を発注できます。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

http://www.cisco.com/techsupport
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.cisco.com/jp
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マニュアルの発注方法

2005 年の 6 月 30 日以降、Cisco.com 登録ユーザの場合、Cisco Marketplace の Product Documentation Store
からシスコ製品の英文マニュアルを発注できるようになっています。次の URL にアクセスしてくださ
い。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

Cisco.com に登録されていない場合、製品を購入された代理店にお問い合わせてください。

シスコシステムズマニュアルセンター

シスコシステムズマニュアルセンターでは、シスコ製品の日本語マニュアルの最新版を PDF 形式で公
開しています。また、日本語マニュアル、および日本語マニュアル CD-ROM もオンラインで発注可能
です。ご希望の方は、次の URL にアクセスしてください。

http://www2.hipri.com/cisco/

また、シスコシステムズマニュアルセンターでは、日本語マニュアル中の誤記、誤植に関するコメン

トをお受けしています。次の URL の「製品マニュアル内容不良報告」をクリックすると、コメント入
力画面が表示されます。

http://www2.hipri.com/cisco/

なお、技術内容に関するお問い合せは、この Web サイトではお受けできませんので、製品を購入され
た各代理店へお問い合せください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/
mailto:tech-doc-store-mkpl@external.cisco.com
http://www2.hipri.com/cisco/
http://www2.hipri.com/cisco/
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シスコ製品のセキュリティの概要

シスコでは、オンラインの Security Vulnerability Policy ポータル（英文のみ）を無料で提供しています。
URL は次の通りです。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html

このサイトは、次の目的に利用できます。

• シスコ製品のセキュリティ脆弱性を報告する。

• シスコ製品に伴うセキュリティ事象についてサポートを受ける。

• シスコからセキュリティ情報を受け取るための登録をする。

シスコ製品に関するセキュリティ勧告および注意事項の最新リストには、次の URL からアクセスでき
ます。

http://www.cisco.com/go/psirt

勧告および注意事項がアップデートされた時点でリアルタイムに確認する場合は、次の URL から
Product Security Incident Response Team Really Simple Syndication（PSIRT RSS）フィードにアクセスして
ください。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_psirt_rss_feed.html

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html
http://www.cisco.com/go/psirt
http://www.cisco.com/en/US/products/products_psirt_rss_feed.html
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シスコ製品のセキュリティ問題の報告

シスコでは、セキュアな製品を提供すべく全力を尽くしています。製品のリリース前には内部でテス

トを行い、すべての脆弱性を早急に修正するよう努力しています。万が一、シスコ製品に脆弱性が見

つかった場合は、PSIRT にご連絡ください。

• 緊急の場合：security-alert@cisco.com（英語のみ）

緊急とは、システムがアクティブな攻撃を受けている場合、または至急の対応を要する重大なセ

キュリティ上の脆弱性が報告されている場合を指します。これに該当しない場合はすべて、緊急で

ないと見なされます。

• 緊急でない場合：psirt@cisco.com（英語のみ）

緊急の場合は、電話で PSIRT に連絡することもできます。

• 1 877 228-7302（英語のみ）

• 1 408 525-6532（英語のみ）

ヒント シスコに機密情報をお送りいただく際には、PGP（Pretty Good Privacy）または互換製品を
使用して、暗号化することをお勧めします。PSIRT は、PGP バージョン 2.x から 8.x と互
換性のある暗号化情報に対応しています。 

無効になった、または有効期限が切れた暗号鍵は、絶対に使用しないでください。PSIRT
に連絡する際に使用する正しい公開鍵には、Security Vulnerability Policy ページの Contact
Summary セクションからリンクできます。次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html

このページ上のリンクからは、現在使用されている最新の PGP 鍵の ID にアクセスできま
す。

mailto:security-alert@cisco.com
mailto:psirt@cisco.com
http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html
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テクニカル サポート
Cisco Technical Support では、24 時間テクニカル サポートを提供しています。Cisco.com の Cisco Technical
Support & Documentation Web サイトでは、多数のサポート リソースをオンラインで提供しています。
また、シスコと正式なサービス契約を交わしているお客様には、Cisco Technical Assistance Center（TAC）
のエンジニアが電話でのサポートにも対応します。シスコと正式なサービス契約を交わしていない場

合は、代理店にお問い合せください。

Cisco Technical Support & Documentation Web サイト
Cisco Technical Support & Documentation Web サイトでは、シスコ製品やシスコの技術に関するトラブル
シューティングにお役立ていただけるように、オンラインでマニュアルやツールを提供しています。こ

の Web サイトは、24 時間いつでも利用可能です。URL は次のとおりです。

http://www.cisco.com/techsupport

Cisco Technical Support & Documentation Web サイトのツールにアクセスするには、Cisco.com のユーザ
ID とパスワードが必要です。ユーザ ID およびパスワードを取得されていない場合は、次の URL で登
録手続きを行ってください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do

（注） Web または電話でサービス リクエストを発行する前に、Cisco Product Identification（CPI）ツー
ルを使用して製品のシリアル番号を確認してください。CPI ツールには、Cisco Technical Support
& Documentation Web サイトから、Documentation & Tools の下の Tools & Resources リンクをク
リックするとアクセスできます。アルファベット順のドロップダウン リストから Cisco
Product Identification Tool を選択するか、Alerts & RMAs の下の Cisco Product Identification
Tool リンクをクリックします。CPI ツールには、3 つの検索オプションがあります。製品 ID
またはモデル名による検索、ツリー表示による検索、show コマンド出力のコピー アンド ペー
ストによる特定製品の検索です。検索結果では、製品が図示され、シリアル番号ラベルの位置

が強調表示されます。ご使用の製品でシリアル番号ラベルを確認し、その情報を記録してから

サービス コールをかけてください。

http://www.cisco.com/techsupport
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do


xvi OL-8781-01-J

Japan TAC Web サイト
Japan TAC Web サイトでは、利用頻度の高い TAC Web サイト（http://www.cisco.com/tac）のドキュメン
トを日本語で提供しています。Japan TAC Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

サポート契約を結んでいない方は、「ゲスト」としてご登録いただくだけで、Japan TAC Web サイトの
ドキュメントにアクセスできます。Japan TAC Web サイトにアクセスするには、Cisco.com のログイン
ID とパスワードが必要です。ログイン ID とパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセ
スして登録手続きを行ってください。

http://www.cisco.com/jp/register

サービス リクエストの発行
オンラインの TAC Service Request Tool を使用すると、S3 と S4 のサービス リクエストを短時間でオー
プンできます（S3：ネットワークに軽微な障害が発生した、S4：製品情報が必要である）。状況を入力
すると、その状況を解決するための推奨手段が検索されます。これらの推奨手段で問題を解決できな

い場合は、シスコのエンジニアが対応します。TAC Service Request Tool には、次の URL からアクセス
できます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

S1 または S2 のサービス リクエストの場合、またはインターネットにアクセスできない場合は、Cisco
TAC に電話でお問い合せください（S1：ネットワークがダウンした、S2：ネットワークの機能が著し
く低下した）。S1 および S2 のサービス リクエストには、シスコのエンジニアがすぐに割り当てられ、
業務を円滑に継続できるようサポートします。

Cisco TAC の連絡先については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest
http://www.cisco.com/techsupport/contacts
http://www.cisco.com/tac
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/jp/register
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サービス リクエストのシビラティの定義
シスコでは、報告されるサービス リクエストを標準化するために、シビラティを定義しています。

シビラティ 1（S1）：ネットワークがダウンした、または業務に致命的な影響がある。シスコはお客様
と協力し、必要なリソースをすべて投入して 24 時間体制で問題解決に取り組みます。

シビラティ 2（S2）：使用中のネットワークのパフォーマンスが著しく低下した、またはシスコ製品の
不備により業務の中核的な部分に悪影響がある。シスコはお客様と協力し、専任のリソースを投入し

て通常の営業時間の範囲で問題解決に取り組みます。

シビラティ 3（S3）：ネットワークのパフォーマンスが十分ではないが、ほとんどの業務を継続できる。
シスコはお客様と協力し、リソースを投入して通常の営業時間の範囲で満足いただけるレベルまで

サービスを回復します。

シビラティ 4（S4）：シスコ製品の機能、インストール、コンフィギュレーションについて、情報また
は支援が必要である。業務にほとんど影響しない、またはまったく影響しない。
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その他の資料および情報の入手方法

シスコの製品、技術、およびネットワーク ソリューションに関する情報は、各種オンライン ソースお
よび印刷ソースから入手できます。

• Cisco Marketplace では、シスコの書籍やリファレンス ガイド、製品マニュアル、ロゴ製品を数多く
提供しています。購入を希望される場合は、次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

• 『Cisco Press』では、ネットワーキング全般、トレーニング、および認定資格に関する書籍を広範
囲にわたって出版しています。これらの出版物は、初級者にも上級者にも役立ちます。Cisco Press
の最新の出版物やその他の情報を調べるには、次の URL からオンラインの Cisco Press にアクセス
してください。

http://www.ciscopress.com

• 『Packet』はシスコシステムズが発行する技術者向けの雑誌で、インターネットやネットワーキン
グへの投資を効果的に活用するために役立ちます。本誌は季刊誌として発行され、業界の最先端ト

レンド、技術的な進展、シスコ製品やソリューションの事例を紹介しています。また、ネットワー

クの配置、トラブルシューティングのヒント、コンフィギュレーション例、お客様のケース スタ
ディ、認定資格とトレーニングの情報、および多数のオンライン リソースへのリンクも掲載して
います。次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/packet

日本語版『Packet』は、米国版『Packet』と日本語版のオリジナル記事で構成されています。日本
語版『Packet』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/news/packet

• 『iQ Magazine』はシスコシステムズの季刊誌で、成長企業が収益を上げ、業務を効率化し、サービ
スを拡大するためには技術をどのように利用したらよいかを学べるように構成されています。本誌

では、実例とビジネス戦略を挙げて、成長企業が直面する問題とそれを解決するための技術を紹介

し、読者が技術への投資に関して適切な決定を下せるよう配慮しています。次の URL からアクセ
スしてください。

http://www.cisco.com/go/iqmagazine

デジタル版には、次の URL からアクセスできます。

http://ciscoiq.texterity.com/ciscoiq/sample/

• 『Internet Protocol Journal』はシスコシステムズの季刊誌で、パブリック /プライベートなインター
ネットとイントラネットを設計、開発、および運用するエンジニアリングのプロフェッショナルを

対象としています。次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/ipj

• シスコシステムズが提供するネットワーキング製品、および各種カスタマー サポート サービスは、
次の URL から入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/index.html

http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco.com/packet
http://www.cisco.com/go/iqmagazine
http://ciscoiq.texterity.com/ciscoiq/sample/
http://www.cisco.com/ipj
http://www.cisco.com/en/US/products/index.html
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/news/packet
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• Networking Professionals Connection は、対話形式の Web サイトです。このサイトでは、ネットワー
キング製品やテクノロジーに関する質問、提案、および情報をネットワーキング担当者がシスコの

専門家や他のネットワーク担当者と共有できます。次の URL にアクセスしてディスカッションに
参加してください。

http://www.cisco.com/discuss/networking

• シスコは、ワールドクラスのネットワーク トレーニングを提供しています。最新内容は、次の URL
で参照できます。

http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html

http://www.cisco.com/discuss/networking
http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html
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1
はじめに

クライアント サーバ型のアプリケーションである Cisco Unified CallManager Attendant Console では、短
縮ダイヤル ボタンやクイック ディレクトリ アクセスなどのグラフィカル ユーザ インターフェイスを
使用して、電話番号の検索、回線状況の監視、コールの発信を実行できます。企業の受け付け係、ま

たは事務職員は、Attendant Console を使用して、企業または部門へのコールを処理し、他の従業員はこ
れを使用して、自分自身のコールを処理できます。

Cisco Unified CallManager Attendant Console は、Cisco Unified CallManager システムに IP接続された PC
上にインストールされます。Attendant Console は、Cisco Unified CallManager システムに登録された
Cisco Unified IP Phone と協調動作します（各電話機に対して 1 つのコンソールが協調動作し、コンソー
ルは、Attendant Console として使用されます）。複数のコンソールを 1 つの Cisco Unified CallManager シ
ステムに接続できます。

この章では、次のトピックについて取り上げます。

• Cisco Unified CallManager Attendant Console のインターフェイス（P. 2）

• アクセシビリティ機能（P. 18）

• Cisco Unified CallManager Attendant Console の最初の起動（P. 20）

• ログインとオンライン化（P. 23）

• オフライン化、ログアウト、および終了（P. 25）

• Cisco Unified CallManager Attendant Console バージョンの表示と更新（P. 26）
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Cisco Unified CallManager Attendant Console のインター
フェイス

起動時に［アテンダントの設定］ダイアログボックスが開き、Cisco Unified CallManager のサーバ名、
および Attendant Console で使用している電話機の電話番号を入力を求められます。次に、Cisco Unified
CallManager Attendant Console の［ログイン］ダイアログボックスが開き、ユーザ名およびパスワード
の入力を求められます。サーバにログインすると、Cisco Unified CallManager Attendant Console のイン
ターフェイスに、次の項で説明するウィンドウ、メニューバー、ツールバー、およびステータスバー

が表示されます。

Cisco Unified CallManager Attendant Console のグラフィカル ユーザ インターフェイス（GUI）でサポー
トされる解像度は、800 x 600、1024 x 768、1280 x 1024、および 1600 x 1200 です。

Attendant Console は、Windows 2000 Professional または Windows XP プラットフォーム上で稼働します。
最新の Microsoft Service Pack が PC 上にインストールされていることを確認してください。プラット
フォームに関して質問がある場合は、システム管理者にお問い合せください。

PC でサウンド カードとスピーカを使用できる場合、さまざまなコール イベントを知らせる警告音を設
定できます。

タッチパネル モニタを使用すると、Attendant Console のタッチパネル対応機能を利用できます。

コンソールからログオフすると、サーバは、短縮ダイヤルのグループおよびエントリ、ならびにウィ

ンドウの位置およびサイズ等のユーザ設定を自動的に保存します。

ヒント Cisco CallManager Attendant Console ウィンドウ内に表示される各ウィンドウには、その
ウィンドウの右上隅に最大化と最小化ボタンがついています。また、各ウィンドウのサイ

ズは、マウス ポインタがウィンドウの外枠を触れたときに表示される矢印をドラッグする
と変更できます。 

また、各ウィンドウ内の列のサイズも、マウス ポインタが列の外枠に触れたときに表示さ
れる矢印をドラッグすると変更できます。

図 1 は、Cisco Unified CallManager Attendant Console のインターフェイスを示し、インターフェイス上
の主要なコンポーネントを説明しています。
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図 1 Cisco Unified CallManager Attendant Console のインターフェイス

1 Cisco Unified CallManager Attendant Console 
ウィンドウ

9 オペレータ回線ボタン

2 メニューバー 10 通話の詳細ペイン

3 ディレクトリ ウィンドウ 11 通話制御ウィンドウ

4 通話制御ツールバー 12 コール状態表示エリア

5 短縮ダイヤル ウィンドウ 13 パーク中コールの詳細ペイン

6 短縮ダイヤル グループタブ 14 パーク中ウィンドウ

7 サーバの IP アドレス 15 ブロードキャストコールの詳細ペイン

8 ポップツートップ アイコン 16 ブロードキャスト ウィンドウ

1 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
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関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウ（P. 5）

• ブロードキャストウィンドウ（P. 7）

• パーク中ウィンドウ（P. 9）

• 通話制御ウィンドウ（P. 6）

• 短縮ダイヤル ウィンドウ（P. 8）

• ディレクトリウィンドウ（P. 8）

• メニューバー（P. 10）

• 通話制御ツールバー（P. 10）

• ステータスバー（P. 14）

Cisco Unified CallManager Attendant Console のアテンダントの設定ダ
イアログボックス

最初の起動時に、Cisco Unified CallManager Attendant Console の［アテンダントの設定］ダイアログボッ
クスが表示されます。このダイアログボックスでは、サーバ名、電話番号（［基本設定］タブを参照）、

ディレクトリ情報、コール処理サーバ、および回線状態用のローカル IP アドレス（［詳細設定］タブを
参照）の入力を求められます。システム管理者はこれらの項目を入力する必要があります。詳細につ

いては、システム管理者にお問い合わせください。

［詳細設定］タブでは、トラブルシューティングのためのトレースを有効にできます。PC でサウンド
カードとスピーカを使用できる場合、さまざまなコール イベントを知らせる警告音を設定できます。
アクセシビリティ メッセージを使用可能にすると、Attendant Console のステータスに関する情報をダイ
アログボックスに表示できます。また、ダイヤル パッドがアクティブになったときにコールを保留に
することができます。

関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console の最初の起動（P. 20）

• アクセシビリティ機能（P. 18）
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Cisco Unified CallManager Attendant Console のログイン ダイアログ
ボックス

Cisco Unified CallManager Attendant Console の［ログイン］ダイアログボックスが開き、ユーザ名およ
びパスワードの入力を要求するプロンプトが表示されます。このダイアログボックスを使用して、次

の項目を設定できます。

• Cisco Unified CallManager Attendant Console がユーザ名およびパスワードを記憶するように指定す
る。

• Cisco Unified CallManager Attendant Console の使用条件に影響する設定値を変更する。

• Attendant Console が表示する言語を指定する。

関連項目

• ログインとオンライン化（P. 23）

• オフライン化、ログアウト、および終了（P. 25）

Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウ
このウィンドウには［ブロードキャスト］ウィンドウ、［パーク中］ウィンドウ、［通話制御］ウィン

ドウ、［短縮ダイヤル］ウィンドウ、［ディレクトリ］ウィンドウ、メニューバー、［通話制御］ツール

バー、およびステータスバーがあります。ウィンドウの左上隅には、ウィンドウ名、および現在 Attendant
Console を使用しているユーザ名が表示されます。ウィンドウの右上隅には、ウィンドウの最大化ボタ
ン、および最小化ボタンが表示されます。ウィンドウの右下隅には、ステータスバーが表示されます。

関連項目

• ブロードキャストウィンドウ（P. 7）

• パーク中ウィンドウ（P. 9）

• 通話制御ウィンドウ（P. 6）

• 短縮ダイヤル ウィンドウ（P. 8）

• ディレクトリウィンドウ（P. 8）

• メニューバー（P. 10）

• 通話制御ツールバー（P. 10）

• ステータスバー（P. 14）
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通話制御ウィンドウ

［通話制御］ウィンドウは、次のコンポーネントで構成されています。

• ［通話の詳細］ペイン：コールの状態、着信コールの電話番号、ユーザ名（表示可能な場合）、アテ
ンダントの電話番号、およびアテンダントによって実行されたアクション（状況に応じて）が表示

されます。

たとえば、［通話の詳細］ペインのエントリが「2000 は、3000 により 4000 に転送されました」で
ある場合、電話番号 3000 を使用しているユーザが電話番号 2000 のコールを電話番号 4000 のユー
ザに転送したことを示します。

• アクティブ /保留の時間を表示するタイム インジケータ：［通話の詳細］ペイン内のタイマーがア
クティブまたは保留中のコールの経過時間を表示します。

コールに応答すると、タイマーは自動的にそのコールのアクティブ時間の表示を開始します。

コールを保留にすると、タイマーはリセットされ、コールの保留時間の表示を開始します。 

コールを再開、つまり保留状態を解除すると、タイマーの表示はコールが［通話の詳細］ペインに

表示されていた合計時間（保留時間とアクティブ時間）に自動的に切り換わります。

• ［オペレータ回線］ボタン：回線の状態、およびアテンダント用 Cisco Unified IP Phone の電話番号
が、ウィンドウの右上隅に表示されます。

［通話の詳細］ペインは、Cisco Unified CallManager Attendant Console によって制御されている
Cisco Unified IP Phone 上の回線を表示します。ユーザの Cisco Unified IP Phone 用にシステム管理者が設
定した回線数は、ウィンドウ内で使用できる回線数を決定します。たとえば、Cisco Unified Phone 7914
拡張モジュールを 2 個取り付けた Cisco Unified IP Phone 7960 を使用する場合、システム管理者が各回
線に対して電話番号を割り当てた場合は、合計 34 本の回線が表示されます。 

［通話の詳細］ペインには、共有回線でアクティブなコールも表示されます。共有回線は、複数の電話

機上の同じ電話番号を表します。共有回線が使用中である場合、Cisco Unified CallManager Attendant
Console は、［通話制御］ウィンドウにアイコンを表示します（表 2を参照）。共有回線のいずれかが使
用中である場合、Cisco Unified CallManager Attendant Console は、共有回線上のアテンダントへコール
を経路指定しません。

（注） 電話機、または Cisco Unified IP Phone 拡張モジュール 7914 の機能に関する情報については、
電話機に付属のマニュアルを参照、またはシステム管理者にお問い合わせください。 

設定する回線数に応じて、回線は 1 つ、2 つ、または 3 つの列に表示されます。これらの回線上のコー
ルを制御するには、ウィンドウの最上部にあるメニューを使用、またはコンテキスト メニュー、キー
ボード ショートカット、またはマウスを使用します。



はじめに

Cisco Unified CallManager Attendant Console ユーザ ガイド 7

（注） ウィンドウに表示されたコールが 1 つだけの場合、［通話の詳細］ペインで空欄の行を選択し
ない限り、このコールが強調表示されます。

関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウ（P. 5）

• 通話制御、ディレクトリ、短縮ダイヤルの各ウィンドウでのコール /回線の状態表示（P. 15）

ブロードキャストウィンドウ

システム管理者は、コールが到着したときに使用可能なアテンダント、またはコールへの応答前に使

用可能になったアテンダントへコールをブロードキャストするように Cisco Unified CallManager
Attendant Console を設定できます。コールは、［ブロードキャスト］ウィンドウに表示されます。この
ウィンドウには、［ブロードキャストコールの詳細］ペインがあります。このペインには、キューに入

れられアテンダントにブロードキャストされたが、応答されない着信コールのリストが表示されます。 

使用可能なすべてのアテンダントが、ブロードキャスト コールに応答できます。アテンダントがブロー
ドキャスト コールに応答すると、コールは［ブロードキャスト］ウィンドウから、コールに応答した
アテンダントの［通話制御］ウィンドウに移動します。アテンダントにアクティブなコールがある場

合、アテンダントがブロードキャスト コールに応答すると、Attendant Console は、そのアクティブな
コールを保留中にします。

［ブロードキャストコールの詳細］ペイン内のブロードキャスト コール エントリは、次の情報で構成
されます。

• ブロードキャスト発信者がダイヤルした電話番号（パイロット ポイント）

• ブロードキャストされるコールの電話番号とユーザ名

• コールがキューに入れられた時間

関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウ（P. 5）

• ブロードキャスト コールへの応答（P. 29）
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短縮ダイヤル ウィンドウ
短縮ダイヤルのエントリは、アテンダント ユーザごとに設定され、［短縮ダイヤル］ウィンドウ内の短
縮ダイヤル グループのタブに表示されます。各短縮ダイヤル エントリには、次の情報が表示されます。

• 回線状態。［通話制御］ウィンドウに表示されるものと同じアイコンで表示されます（P 15 の表 2
を参照）。

• 名前

• 電話番号

• 説明（このフィールドはオプションです）

関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウ（P. 5）

• 通話制御、ディレクトリ、短縮ダイヤルの各ウィンドウでのコール /回線の状態表示（P. 15）

• 短縮ダイヤルのエントリとグループの設定（P. 55）

• コールの処理（P. 27）

ディレクトリウィンドウ

［ディレクトリ］ウィンドウには、Cisco Unified CallManager のユーザ ディレクトリにある、回線状態、
姓、名、電話番号、および部門情報が表示されます。Attendant Console は、システム管理者が設定した
間隔でディレクトリを自動的に更新します。［リロード］ボタンをクリックすると、ディレクトリを手

動でリロードできます。

名、姓、または部門名に基づいてディレクトリ検索をする場合、各フィールドに検索条件を入れると、

ダイナミックにエントリが表示されます。［詳細］ボタンをクリックして、各フィールドに適切なユー

ザ情報を入力することにより、詳細検索を実行できます。検索結果が表示された後、結果のソート（昇

順または降順）や回線状態の確認を行えます。回線の状態は、他のウィンドウで使用されているもの

と同じアイコンで表示されます。

関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウ（P. 5）

• 通話制御、ディレクトリ、短縮ダイヤルの各ウィンドウでのコール /回線の状態表示（P. 15）

• コールの処理（P. 27）

• ディ レク ト リの使用方法 （P. 63）
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パーク中ウィンドウ

このウィンドウには［パーク中コールの詳細］ペインが含まれています。このペインには、転送先保

留番号に保留にしたコールが表示されます。たとえば、電話機上でアクティブなコールを 1234 のよう
な転送先保留番号にパークすると、同一システムにある別の電話機上の誰かが 1234 にダイヤルしてそ
のコールを取得することができます。

［パーク中コールの詳細］ペイン内のパーク中エントリは、次の情報で構成されます。

• 転送先保留にしたコールの電話番号

• コールを転送先保留にした転送先保留番号

• コールを転送先保留にしたアテンダントの電話機の電話番号

たとえば、［パーク中コールの詳細］ペインのエントリが「2000 は、3000 により 4000 にパークされて
います」である場合、電話番号 3000 のアテンダントが電話番号 2000 のコールを Cisco Unified
CallManager が選択した内線番号（この場合は転送先保留番号 4000）に保留にしたことを意味します。
電話番号 2000 のコールは、ユーザがこのコールに応答するか、またはこのコールを転送先保留にした
アテンダントに戻るまで、保留状態となります。

（注） Cisco Unified CallManager が転送先保留番号を選択します。この番号は、システム管理者が 
Cisco Unified CallManager の管理ページに入力した設定に基づいています。

［パーク中］ウィンドウでは、アテンダント サーバに接続されたすべてのアテンダントが転送先保留し
たすべてのコールを表示でき、それらのコールを受けることができます。Attendant Console にログイン
する前に転送先保留されたコールを表示させたり、受けたりすることはできません。

転送先保留番号に保留にされているコールにユーザが応答しない場合、そのコールは、あらかじめ指

定された時間（通常は 60 秒）だけその番号に保留にされた後、［通話の詳細］ペインに自動的に復旧
されます。この時間については、Cisco Unified CallManager の管理ページでシステム管理者が手動で設
定します。 

転送先保留にされているコールを手動で復旧する場合は、［通話制御］ツールバーの［パークの復元］

ボタン、コンテキスト メニューまたは［アクション］メニューの［パークの復元］オプション、また
は［パークの復元］キーボード ショートカットを使用します。転送先保留にされているコールを復旧
すると、そのコールが［通話の詳細］ペインに表示されます。

関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウ（P. 5）

• コールの処理（P. 27）
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メニューバー

メニューバーを使用して、オンライン /オフライン、ログアウト、キーボード ショートカットの編集、
テキスト サイズとコンソールのカラー スキームの変更、ウィンドウのサイズと場所の調整、コール制
御の実行、およびオンライン ヘルプの表示が可能です。

関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console バージョンの表示と更新（P. 26）

• コールの処理（P. 27）

• Cisco Unified CallManager Attendant Console 設定のカスタマイズ（P. 49）

通話制御ツールバー

［通話制御］ツールバーには、アテンダント ユーザが実行する最も一般的なコール制御作業に対応する
一連のボタンが表示されます。Attendant Console は、［通話制御］ツールバー上のボタンを使用したコー
ル制御が実行できる状態のときだけ、これらのボタンを使用可能にします。あるボタンをクリックす

ると、メニューバー上、またはコンテキスト メニュー上で、このボタンに対応するメニュー オプショ
ンが自動的に使用可能になります。

コール制御作業、およびこれらの作業に対応するボタンについては、表 1を参照してください。

表 1 通話制御ツールバー

通話制御ボタン コール制御作業

オフライン /オンラインにする。

（注） この［通話制御］ボタンは交互に切り替えるタイプで、同じボタン
をクリックして 2 つのコール制御作業を実行できます。

詳細については、次の項を参照してください。

• ログインとオンライン化（P. 23）

• オフライン化、ログアウト、および終了（P. 25） 

ダイヤル

詳細については、P. 33 の「コールの開始」を参照してください。
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応答

詳細については、P. 28 の「コールへの応答」を参照してください。

終了

詳細については、P. 32 の「コールの終了」を参照してください。

保留にする /再開する。

（注） この［通話制御］ボタンは交互に切り替えるタイプで、同じボタン
をクリックして 2 つのコール制御作業を実行できます。

詳細については、次の項を参照してください。

• コールの保留（P. 30）

• コールの保留状態からの復旧（再開）（P. 31）

転送

詳細については、P. 35 の「コールの転送」を参照してください。

打診転送

詳細については、P. 37 の「打診転送」を参照してください。

直接転送

詳細については、P. 38 の「直接転送」を参照してください。

参加

詳細については、P. 39 の「コールの参加」を参照してください。

表 1 通話制御ツールバー（続き）

通話制御ボタン コール制御作業
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転送先保留にする /転送先保留状態から復帰させる。

（注） Attendant Console に接続されている Cisco Unified CallManager サーバ
が、Cisco Unified CallManager Release 3.3 以降のバージョンを実行し
ている場合のみ、ユーザは、このコール管理機能を実行できます。
詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

これらのアイコンは、Attendant Console に接続されているサーバ上
で Cisco Unified CallManager Release 3.3 と互換性のあるバージョンを
実行している場合のみ、［通話制御］ツールバー上に表示されます。

（注） この［通話制御］ボタンは交互に切り替えるタイプで、同じボタン
をクリックして 2 つのコール制御作業を実行できます。 

（注） ［通話の詳細］ペインにあるアクティブなコールに応答する場合、
［パーク］アイコンとツールチップ テキストが表示されます。転送
先保留にされているコールが［パーク中コールの詳細］ペインに表
示されている場合、［パークの復元］アイコンとツールチップ テキ
ストが表示されます。

詳細については、次の項を参照してください。

• コールの転送先保留（P. 41）

• 転送先保留にされているコールの復旧（P. 43）

会議をする。

詳細については、P. 40 の「Ad Hoc 電話会議の開始」を参照してください。

ボイス メッセージ システムへのコールの転送

P. 44 の「ボイス メッセージ システムへのコールの転送」を参照してください。

表 1 通話制御ツールバー（続き）

通話制御ボタン コール制御作業
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ツールバーが表示される位置は、いつでも変更できます。次の位置を選択できます。

• 左側：ツールバーを Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウの左側に表示します。

• 上部：ツールバーをメニューバーと［通話制御］ウィンドウの間に表示します。

• 右側：ツールバーを Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウの右側に表示します。

• 下部：ツールバーを、Cisco Unified CallManager Attendant Console ウィンドウ下部にあるステータス
バーの下の左隅に表示します。

ヒント ボタンの機能を呼び出すには、そのボタン上にマウス ポインタを移動して、表示されるテ
キストを見てください。

ウィンドウ内でツールバーが表示される位置を変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［通話制御］ツールバーを右クリックして、［位置］を選択します。

ステップ 2 次のリストから、ツールバーを表示させる位置を選択します。

• ［左揃え］

• ［上揃え］

• ［右揃え］

• ［下揃え］

これで、ツールバーの位置が変更されます。

関連項目

• コールの処理（P. 27）
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ステータスバー

ステータスバーには、次の情報が表示されます。

• ポップツートップ アイコン

図 2は、ポップツートップ アイコンを示しています。

図 2 ポップツートップ アイコン

［通話制御］ウィンドウが最小化されているか、または他のウィンドウの後ろにあるとき、アテン

ダントの電話機で着信コールを受けるかまたは発信コールを開始する場合は、ステータスバーの右

下にあるポップツートップ アイコンをクリックすることで、すばやく［通話制御］ウィンドウを
表示できます。

（注） ポップツートップ機能のオン /オフを切り替えるには、Alt + P キーを押します。

• コール制御ステータス（試行しています /コール制御は使用可能です）

• オンライン /オフライン ステータス アイコン

• Attendant Console に接続されているアテンダント サーバの IP アドレス、またはホスト名

関連項目

• Cisco Unified CallManager Attendant Console のインターフェイス（P. 2）
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通話制御、ディレクトリ、短縮ダイヤルの各ウィンドウでのコール / 回線
の状態表示

［通話制御］ウィンドウにある各回線の表示行および［オペレータ回線］ボタンには、表 2に示す状態
のうちのいずれかが、それぞれの対応するアイコンによって表示されます。

表 2 コール /回線の状態

コール /回線の状態 対応するアイコン ウィンドウ /オペレータ回線ボタン

回線上でコールが呼び出し中です。 通話制御、ディレクトリ、短縮ダイヤルの各

ウィンドウに表示されます。

回線上でコールが呼び出し中です。 ［オペレータ回線］ボタン上に表示されます。

回線がアクティブです。

 

［オペレータ回線］ボタン上に表示されます。

回線が話し中です。 通話制御、短縮ダイヤル、ディレクトリの各

ウィンドウに表示されます。

回線が保留中です。

この状態を表すアイコンは 3 つありま
す。最初にコールを保留状態にしたと

き、アイコンは緑色で表示されます。

コールが保留状態で 60 秒経過すると、
アイコンは黄色に変わります。保留状

態で 120 秒経過すると、アイコンは赤
色に変わります。

システム管理者は、アイコンの色が変

化する時間を変更できます。 

［通話制御］ウィンドウに表示されます。
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回線がアイドル状態です。

 

ディレクトリと短縮ダイヤルの各ウィンド

ウと［オペレータ回線］ボタン上に表示され

ます。

共有回線が使用中です。

共有回線は、複数の電話機上の同じ電

話番号を表します。共有回線のいずれ

かが使用中である場合、

Cisco CallManager Attendant Console は、
共有回線上のアテンダントへコールを

経路指定しません。

［通話制御］ウィンドウに表示されます。

回線の状態が不明です。 通話制御、短縮ダイヤル、ディレクトリの各

ウィンドウと［オペレータ回線］ボタン上に

表示されます。

ユーザは、すべてのコールを転送する

ように Cisco Unified IP Phone を設定し
ています。

検索エントリの数が 10 未満である場合、
［ディレクトリ］ウィンドウに表示されます。

ユーザは、特定の電話番号へのコール

転送を設定しています。

［ディレクトリ］ウィンドウに表示されます。

表 2 コール /回線の状態（続き）

コール /回線の状態 対応するアイコン ウィンドウ /オペレータ回線ボタン
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コンテキスト メニュー
各ウィンドウには、コンテキスト メニューがあり、そのウィンドウ内でマウスを右クリックすると表
示されます。これらのメニューを使用して、短縮ダイヤル エントリの追加およびテキスト サイズの変
更などの作業ができます。

関連項目

• コールの処理（P. 27）

• 短縮ダイヤルのエントリとグループの設定（P. 55）

• ディレクトリの使用方法（P. 63）

ダイヤル /転送 /会議用のダイヤル パッド
コールを開始 /転送したり、コールを会議通話にするには、いくつかの方法があります。ダイヤル パッ
ドの使用も、方法のうちの 1 つです。ダイヤル パッドには、次のアイテムが含まれます。

• ダイヤルする番号を入力するフィールド

• ディレクトリからユーザを検索するためのペイン

• トランザクション（コールの転送、会議通話など）を実行するためのボタン

関連項目

• コールの処理（P. 27）
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アクセシビリティ機能

Cisco Unified CallManager Attendant Console は、視覚障害のあるユーザが Attendant Console を使用するた
めに、スクリーン リーダ サポート、警告音、ナビゲーション ショートカットなどの補助機能を備えて
います。

スクリーン リーダ サポート

ユーザは、JAWS などのスクリーン リーダを使用して Cisco Unified CallManager Attendant Console を使
用できます。スクリーン リーダは、Attendant Console のステータスに関する情報や、Attendant Console
ウィンドウ内のテキストに関する情報をユーザに知らせます。

警告音

ユーザは、コール（着信およびブロードキャスト）の受信、終了、転送先保留、および保留を知らせ

る警告音や、保留状態の時間を知らせる警告音を使用可能にできます。警告音は、コール イベントご
とに 1 回鳴ります。警告音ファイルは、Cisco Unified CallManager Attendant Console アプリケーション
の「audio」サブディレクトリにあります。デフォルトでは、ディレクトリの場所は C:\Program
Files\Cisco\Call Manager Attendant Console\audio です。警告音を使用可能にするには、［アテンダントの
設定］ダイアログボックスの［警告音を有効にする］チェックボックスをオンにします。表 3 は、警
告音を説明しています。

［アテンダントの設定］ダイアログボックスへのアクセスについては、P. 20 の「Cisco Unified CallManager
Attendant Console の最初の起動」を参照してください。

表 3 警告音

イベント 警告音の説明

着信コール チャイム音

着信ブロードキャスト コール 3 回のチャイム音

コールの転送先保留 チャイム音の後に、ブラシで掃いたような音

コールの終了 「ドシン」という鈍い音

保留 高低 2 回のトーン

保留アイコンが黄色に変化 3 回のゆっくりしたクリック音と、1 回のチャイム音

保留アイコンが赤色に変化 6 回のすばやいクリック音と、1 回のチャイム音
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アクセシビリティ メッセージ

アクセシビリティ メッセージを使用可能にすると、コール制御が使用可能になったときや停止したと
きなどに、Attendant Console のステータスに関する情報をダイアログボックスに表示できます。この
メッセージは、PC 上にインストールされているスクリーン リーダに読み込ませることも可能です。ア
クセシビリティ メッセージを使用可能にするには、［アテンダントの設定］ダイアログボックスで［ア
クセシビリティメッセージを表示する］チェックボックスをオンにします。［アテンダントの設定］ダ

イアログボックスへのアクセスについては、P. 20 の「Cisco Unified CallManager Attendant Console の最
初の起動」を参照してください。

ダイヤル パッドがアクティブになったときのコールの保留

転送、打診転送、または会議の実行中にコールを保留にできます。保留にすると、ダイヤル パッドの
使用時やディレクトリの参照時に、スクリーン リーダの発声が発信者に聞こえなくなります。転送、
打診転送、または会議の実行中にコールを保留にするには、［アテンダントの設定］ダイアログボック

スで［ダイヤルパッドがアクティブなときにコールを保留する］チェックボックスをオンにします。

［アテンダントの設定］ダイアログボックスへのアクセスについては、P. 20 の「Cisco Unified CallManager
Attendant Console の最初の起動」を参照してください。

キーボード ショートカット

Cisco Unified CallManager Attendant Console キーボード ショートカットにより、キーボードを使用して、
インターフェイス ナビゲートとコール制御作業を実行することができます。Attendant Console のウィン
ドウ間、および単一ウィンドウのフィールド間を移動することができます。また、キーボードを使用

してすべてのコール制御作業を実行することができます。詳細については、P. 46 の「キーボード ショー
トカットの使用」を参照してください。
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Cisco Unified CallManager Attendant Console の最初の起
動

Cisco Unified CallManager Attendant Console を最初に起動するときは、［アテンダントの設定］ダイアロ
グボックス内に情報を入力、またはダイアログボックス内の情報を確認する必要があります。システ

ム管理者からこれらの情報を入手してください。

Cisco Unified CallManager Attendant Console を起動するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 デスクトップ上の Cisco Unified CallManager Attendant Console アイコンをダブルクリック
するか、または［スタート］>［プログラム］> Cisco Unified CallManager Attendant Console
を選択します。 

図 3は、Cisco Unified CallManager Attendant Console アイコンを示しています。

図 3 Cisco Unified CallManager Attendant Console アイコン

ステップ 2 PC にログインする前に、［設定］ボタンをクリックします。

［アテンダントの設定］ダイアログボックスには、［基本設定］タブと［詳細設定］タブが

あります。

［アテンダントの設定］ダイアログボックスが表示され、［基本設定］タブに次の情報の入

力を求められます。

• サーバのホスト名、または IP アドレス
• 使用している電話の電話番号

ステップ 3 フィールドに適切な情報を入力します。

ステップ 4 ［詳細設定］タブに表示される項目を設定しない場合は、OKをクリックします。

［詳細設定］タブでは、PC のサウンド カードを経由して再生される呼び出し音の設定、ト
ラブルシューティング用のトレースの有効化、変更設定を行えます。
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ステップ 5 ［詳細設定］タブをクリックします。 

表示されるフィールドに入力する情報は、システム管理者から入手してください。

ステップ 6 ローカル ディレクトリ ファイルのパスを変更するには、［ローカルディレクトリファイル
のパス名］フィールドにパスを入力してください。

（注） ユーザ リスト ファイルとして定義されているローカル ディレクトリ ファイルは、ウィン
ドウに表示されるディレクトリ情報を提供します。

ステップ 7 Attendant Console がディレクトリ ファイルをリロードする間隔を変更するには、［直接リ
ロードのインターバル］フィールドに新規の間隔（秒単位）を入力します。

ステップ 8 コール処理サーバのホスト名、または IP アドレスを変更するには、［コール処理サーバの
ホスト名または IP アドレス（カンマ区切り）］フィールドに適切な情報を入力してくださ
い。 

ステップ 9 ［ローカルホストの IP アドレス（回線状態）］フィールドに Attendant Console のローカル
IP アドレスを入力します。

（注） ユーザの PC に 2 枚のネットワーク インターフェイス カード（NIC）が装着されている場
合、システム管理者は回線状態の更新を受信する IP アドレスを指定できます。

セキュリティ上の理由から特定の UDP ポートで回線状態を受信する場合、管理者は［ロー
カルホストの IP アドレス（回線状態）］フィールドで、「IP アドレス : ポート」の形式で
UDP ポートを指定できます。

ステップ 10［トレースを有効にする］チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 Attendant Console で、コールの受信、転送先保留、および保留を知らせたり、保留状態の
時間を知らせたりするために、PC のサウンド カードを経由して警告音が鳴るようにする
場合は、［警告音を有効にする］チェックボックスをオンにします。
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ステップ 12 Attendant Console で、コール制御が使用可能になったときや停止したときなどに、
Attendant Console のステータスに関する情報を含むダイアログボックスを表示する場合
は、［アクセシビリティメッセージを表示する］チェックボックスをオンにします。

（注） Attendant Console ステータスバーに表示される情報は、アクセシビリティ メッセージと同
じものです。スクリーン リーダを使用する場合、アクセシビリティ メッセージを使用可
能にできます。この操作により、スクリーン リーダ経由で Attendant Console のステータス
を知らせることができます。

ステップ 13 Attendant Console で、コール転送、打診転送、または会議の実行中に、ダイヤル パッドが
アクティブになったときにコールを保留にする場合は、［ダイヤルパッドがアクティブな

ときにコールを保留する］チェックボックスをオンにします。

発信者には保留音楽が聞こえます（設定されている場合）。

（注） スクリーン リーダを使用する場合、［ダイヤルパッドがアクティブなときにコールを保留
する］チェックボックスをオンにできます。この操作により、ダイヤル パッドの使用時や
ディレクトリの参照時に、スクリーン リーダの発声が発信者に聞こえなくなります。

ステップ 14［保存］をクリックします。これでログインし、オンラインにすることができます。
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ログインとオンライン化

アテンダント PC にログインする場合は、ユーザ名とパスワードを入力して、GUI 表示に使用する言語
を選択します。 

ログインし、オンラインにして、コールを処理するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 まだこの作業をしてない場合は、デスクトップ上で Cisco Unified CallManager Attendant
Console のアイコンをダブルクリックするか、または［スタート］>［プログラム］>
Cisco Unified CallManager Attendant Console を選択します。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、［ログイン］ダイアログボックスに Attendant Console 用のユー
ザ名、およびパスワードを入力します。

ヒント この情報を保存して、Attendant Console にログインするたびに入力する必要をなくすには、
［このパスワードを保存する］チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 Attendant Console へ最初にログインするときは、［ログイン］ダイアログボックスのテキ
ストが、オペレーティング システムがサポートしている言語で表示されます。オペレー
ティング システムがサポートしている言語だけを表示に使用できます。選択した言語を
表示できない場合は、システム管理者にお問い合せください。

言語のドロップダウン リスト ボックスから、GUI 表示に使用する言語を選択します。

次回表示される［ログイン］ダイアログボックスでは、前回のログインで選択した言語で

テキストが自動的に表示されます。

注意 英語以外の言語を選択したにもかかわらず、テキストが英語で表示される場合は、P. 67
の「トラブルシューティング」を参照してください。

ヒント Attendant Console の設定を表示、または変更するには、［設定］ボタンをクリックします。
設定の変更については、P. 20 の「Cisco Unified CallManager Attendant Console の最初の起
動」を参照してください。
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ステップ 4 ［ログイン］をクリックします。

ログインする際、Cisco Unified CallManager Attendant Console は［アテンダントの設定］ダ
イアログボックスでの設定値を確認します。

ユーザはログイン後、Cisco Unified CallManager Attendant Console を使用して、コールへ
の応答、コールの発信、コールの処理、回線状態の表示、ディレクトリの使用、短縮ダイ

ヤル エントリの設定が可能です。

Cisco Unified CallManager Attendant Console のユーザ ID とパスワードは、システム管理者
が設定します。ログインできない場合は、システム管理者にお問い合せください。

（注） Attendant Console は、PC 上で Attendant Console を最後に使用したユーザの名前を保存しま
す。

ステップ 5 ［通話制御］ツールバー上で、［オンライン］ボタンをクリック、または［ファイル］>
［オンライン］を選択します。

オンラインになると、ボタンの中に表示される矢印の色が緑色から白色に変わり、メ

ニュー オプションのオンラインがオフラインに変わります。コンソールの下部にあるス
テータスバーは、オンラインになっていることを示します。

ユーザがコールに応答できる状態であることが、Cisco Unified CallManager Attendant サー
バに通知されます。ステータスバーには、「コール制御は使用可能です」と表示されます。
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オフライン化、ログアウト、および終了

Cisco Unified CallManager Attendant Console を使用しないときは、オフラインにしてください。
Cisco Unified CallManager Attendant サーバが、その Attendant Console に設定されている電話番号がコー
ルを処理できる状態ではないと判断します。Cisco Unified IP Phone の個人用電話番号宛てのコールには
応答できます。

（注） ［オンライン /オフライン］ボタン、および メニュー オプションは、状況に依存します。現在
オンラインであれば、［オフライン］ボタン、および［オフライン］メニュー オプションが表
示されます。現在オフラインであれば、［オンライン］ボタン、および［オンライン］メニュー

オプションが表示されます。

• 短時間、コールの処理を中断するときは、［通話制御］ツールバー上の［オフライン］ボタンをク

リック、または［ファイル］>［オフライン］を選択してください。 

• コールの処理を再開する場合は、［通話制御］ツールバー上の［オンライン］ボタンをクリック、

または［ファイル］>［オンライン］を選択してください。

• Cisco Unified CallManager Attendant Console での作業を完全に終了し、アプリケーション ウィンド
ウを閉じるには、［ファイル］>［ログアウト］を選択、または［ファイル］>［終了］を選択して
ください。 

［ファイル］>［ログアウト］を選択すると、アプリケーションが終了し、Cisco Unified CallManager
Attendant Console の［ログイン］ダイアログボックスが自動的に表示されます。［ファイル］>［終
了］を選択すると、アプリケーションが終了し、ダイアログボックスは表示されません。
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Cisco Unified CallManager Attendant Console バージョン
の表示と更新

Cisco Unified CallManager Attendant Console では、更新用の最新 Attendant Console プラグインへ容易にア
クセスできます。ログイン時に、サーバへのアクセスができないというメッセージを受信した場合は、

Cisco Unified CallManager の管理機能を使用して入手可能なバージョンに Attendant Console を更新する
必要があります。 

［ヘルプ］メニューを使用して更新プロセスを開始後、更新プロセスを完了させる手順については、シ

ステム管理者にお問い合わせください。

Cisco Unified CallManager Attendant Console バージョンを表示し、最新バージョンへ更新するには、次
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［ヘルプ］>［Cisco Unified CallManager Attendant Console について］を選択します。

Attendant Console、および Attendant Console に接続されているサーバのバージョンが表示
されます。

ステップ 2 更新しない場合は、OK をクリックします。

ステップ 3 更新する場合は、Yes をクリックして、更新することを確認します。
Cisco Unified CallManager Attendant Console Setup のウィンドウがロードされるのを待ち、
ウィンドウ内のプロンプトに従って更新を終了させるか、またはこの作業の実行方法につ

いてシステム管理者にお問い合わせください。
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2
コールの処理

Cisco Unified CallManager Attendant Console でコールを処理するには、マウス、ツールバーのボタン、メ
ニューバー、キーボード ショートカットを使用、またはこれらの機能を実行するために Cisco Unified
CallManager Attendant Console に対応した Cisco Unified IP Phone を使用します。

この章の内容は、次のとおりです。

• コールへの応答（P. 28）

• ブロードキャスト コールへの応答（P. 29）

• コールの保留（P. 30）

• コールの保留状態からの復旧（再開）（P. 31）

• コールの終了（P. 32）

• コールの開始（P. 33）

• コールの転送（P. 35）

• コールの参加（P. 39）

• Ad Hoc 電話会議の開始（P. 40）

• コールの転送先保留（P. 41）

• 転送先保留にされているコールの復旧（P. 43）

• ボイス メッセージ システムへのコールの転送（P. 44）

• ダイヤル番号の使用方法（P. 45）

• キーボード ショートカットの使用（P. 46）
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コールへの応答

Cisco Unified CallManagerAttendant Console が着信コールを受け取ると、［通話制御］ウィンドウの［通
話の詳細］ペインにそのコールが表示されます。［通話制御］ウィンドウからコールに応答するには、

表 1に示す方法のいずれかを実行します。［短縮ダイヤル］ウィンドウ、または［ディレクトリ］ウィ
ンドウからコールに応答することはできません。

（注） 新しいコールに応答すると、アクティブなコールは自動的に保留状態になります。

（注） ［ブロードキャスト］ウィンドウからブロードキャスト コールに応答する方法については、P. 
29 の「ブロードキャスト コールへの応答」を参照してください。

表 1 コールへの応答

方法 操作

コンテキスト メニュー コールを右クリックして、［応答］を選択します。

通話制御ツールバー ［応答］ボタンをクリックします。

アクション メニュー ［応答］を選択します。

マウスの使用 ［通話制御］ウィンドウでコールをダブルクリックします。

マウスを使用して、強調表示されているコールを［応答］ボタンの上

にドラッグします。

キーボード ショートカット コールへの応答用に設定されているキーボード ショートカットを押し
ます。デフォルトでは、Ctrl + A キーが設定されています。 

Cisco Unified IP Phone Cisco Unified IP Phone を使用してコールに応答します。
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ブロードキャスト コールへの応答
管理者は、着信コールをキューに置いて、コールが到着したときに使用可能なアテンダント、または

コールへの応答前に使用可能になったアテンダントへコールをブロードキャストするように

Cisco Unified CallManager Attendant Console を設定できます。ブロードキャスト コールは、［ブロード
キャスト］ウィンドウで確認できます。コールは、アテンダントがコールに応答するまで、［ブロード

キャスト］ウィンドウに残ります。ユーザは、キーボード ショートカット、コンテキスト メニュー、
メニューバー、またはマウスを使用してブロードキャスト コールに応答できます。アテンダントがブ
ロードキャスト コールに応答すると、コールは［ブロードキャスト］ウィンドウから、コールに応答
したアテンダントの［通話制御］ウィンドウに移動します。

Attendant Console では、応答されていないブロードキャスト コールを表示し、それに応答することがで
きます。キューに入れられたコールに応答するには、次の手順を実行します。

• 応答するコールを右クリックして、コンテキスト メニューから［応答］を選択します。

• 応答するコールをクリックした後、［通話制御］ツールバー上で［応答］ボタンをクリックします。

• 応答するコールをクリックして、［アクション］メニューから［応答］を選択します。

• ［ブロードキャスト］ウィンドウでコールをダブルクリックし、マウスを使用して、強調表示され
ているコールを［応答］ボタンの上にドラッグします。

• コールを［ブロードキャスト］ウィンドウから［オペレータ回線］ボタン上にドラッグします。

• PC のキーボード上で Ctrl + A キーを押します。

（注） アクティブなコールがある場合は、ブロードキャスト コールに応答すると、Attendant Console
は、そのアクティブなコールを保留中にします。

関連項目

• ブロードキャストウィンドウ（P. 7）（解説）
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コールの保留

アクティブなコールを保留にして、他の着信コールを取るか、あるいは意図した受信者が受信可能か

否かを確認できます。ユーザが［通話制御］ウィンドウ上でコールを保留にすると、コール状態表示

エリアに保留のアイコンが表示され、［オペレータ回線］ボタン上にアクティブ アイコンが表示されま
す。

［通話制御］ウィンドウからコールを保留にするには、表 2に示す方法のいずれかを実行します。

（注） ［短縮ダイヤル］ウィンドウ、または［ディレクトリ］ウィンドウからコールを保留にするこ

とはできません。

表 2 コールの保留

方法 操作

コンテキスト メニュー コールを右クリックして、［保留］を選択します。

通話制御ツールバー コールをクリックした後、［保留］ボタンをクリックします。

アクション メニュー コールをクリックして、［アクション］メニューから［保留］を選択し

ます。

マウスの使用 マウスを使用して、アクティブなコールを［保留］ボタンの上にドラッ

グします。

アクティブなコールをダブルクリックします。

キーボード ショートカット コールをクリックした後、コールの保留用に設定されているキーボー

ド ショートカットを押します。デフォルトでは、Ctrl + L キーが設定
されています。

Cisco Unified IP Phone Cisco Unified IP Phone を使用して、コールを保留状態にします。
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コールの保留状態からの復旧（再開）

コールを保留状態から復旧させると、発信者と接続している状態になります。［通話制御］ウィンドウ

上でコールを保留状態から復旧させると、回線ステータス表示エリアにアクティブ アイコンが表示さ
れ、［オペレータ回線］ボタン上にアクティブ アイコンが表示されます。 

［通話制御］ウィンドウでコールを保留状態から復旧させるには、表 3に示す方法のいずれかを実行し
ます。 

（注） ［短縮ダイヤル］ウィンドウ、または［ディレクトリ］ウィンドウを使用して、コールを保留

状態から復旧させることはできません。

表 3 コールの再開

方法 操作

コンテキスト メニュー 保留状態のコールを右クリックして、［保留解除］を選択します。

通話制御ツールバー 保留状態のコールをクリックした後、［保留解除］ボタンをクリックし

ます。

アクション メニュー 保留状態のコールをクリックして、［アクション］メニューから［保留

解除］を選択します。

マウスの使用 マウスを使用して、保留状態のコールを［通話制御］ツールバーにあ

る［保留解除］ボタン上にドラッグします。

保留状態のコールをダブルクリックして、コールを再開します。

キーボード ショートカット 保留状態のコールをクリックした後、保留状態のコールの復旧用に設

定されているキーボード ショートカットを押します。デフォルトでは、
Ctrl + L キーが設定されています。

Cisco Unified IP Phone Cisco Unified IP Phone を使用して、コールを保留状態から復旧させま
す。
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コールの終了

Cisco Unified CallManager Attendant Console がコールを接続解除すると、［通話制御］ウィンドウの［通
話の詳細］ペインからコールが消えます。［通話制御］ウィンドウから通話を終了するには、表 4に示
す方法のいずれかを実行します。

（注） ［短縮ダイヤル］ウィンドウ、または［ディレクトリ］ウィンドウからコールを終了させるこ

とはできません。

表 4 コールの終了

方法 操作

コンテキスト メニュー コールを右クリックして、［終了］を選択します。

通話制御ツールバー コールをクリックした後、［終了］ボタンをクリックします。

アクション メニュー コールをクリックして、［アクション］メニューから［終了］を選択し

ます。

マウスの使用 マウスを使用して、アクティブなコールを［終了］ボタンの上にドラッ

グします。

キーボード ショートカット コールをクリックした後、コールの終了用に設定されているキーボー

ド ショートカットを押します。デフォルトでは、Ctrl + H キーが設定
されています。

Cisco Unified IP Phone Cisco Unified IP Phone を使用して、コールを終了します。
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コールの開始

［通話制御］ウィンドウで回線が使用できる場合は、コールを開始できます。ディレクトリ、短縮ダイ

ヤルのエントリ、または外部電話番号に対してコールを開始できます。通話を開始するには、表 5 に
示す方法のいずれかを実行します。

表 5 コールの開始

方法 操作

コンテキスト メニュー ディレクトリまたは短縮ダイヤルのエントリを右クリックして、［ダイ

ヤル］を選択します。

通話制御ツールバー ディレクトリまたは短縮ダイヤルのエントリをクリックした後、［ダイ

ヤル］ボタンをクリックします。

アクション メニュー ディレクトリまたは短縮ダイヤルのエントリをクリックして、［アク

ション］メニューから［ダイヤル］を選択します。

マウスの使用 ディレクトリまたは短縮ダイヤルのエントリをダブルクリックする

と、その番号が自動的にダイヤルされます。

ディレクトリまたは短縮ダイヤルのエントリを、［通話制御］ツール

バー上の［ダイヤル］ボタン、または［通話制御］ウィンドウ内の［オ

ペレータ回線］ボタン上にドラッグします。

キーボード ショートカット ディレクトリまたは短縮ダイヤルのエントリをクリックします。コー

ルの開始用に設定されているキーボード ショートカットを押した後、
［ダイヤル］をクリックします。デフォルトでは、Ctrl + D キーが設定
されています。

PC のキーボードにある数字キーを使用して番号をダイヤルした後、
Enter キーまたは通話の開始用に設定されているキーボード ショート
カットを押します。デフォルトでは、Ctrl + D キーが設定されています。

［オペレータ回線］ボタンの 1 つをクリックし（複数の［オペレータ回
線］ボタンが設定されている場合）、オフフックの状態にします。次に、

ダイヤル キーパッドを使用して電話番号を入力し、OK をクリック、ま
たは Enter キーを押して、コールを完了します。

ダイヤル パッドにアクセスするには、コールの開始用に設定されてい
るキーボード ショートカットを押します。デフォルトでは、Ctrl + D
キーが設定されています。
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ダイヤル パッド 1. 次の作業のいずれかを実行します。

PC のキーボード上で、Ctrl + D キーを押します。

［アクション］メニューから［ダイヤル］を選択します。

2. 次の作業のいずれかを実行します。

ダイヤルする番号を入力します。

連絡先の番号 /ユーザをディレクトリで検索します。ディレクトリ
のエントリをクリックします。

3. ［ダイヤル］ボタンをクリックするか、Enter キーを押します。

Cisco Unified IP Phone Cisco Unified IP Phone を使用して、番号をダイヤルします。

表 5 コールの開始（続き）

方法 操作
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コールの転送

アクティブなコールを転送すると、発信者は指定した人に接続されます。Cisco Unified CallManager
Attendant Console では、転送、打診転送、または直接転送を実行できます。これらの転送については、
次の項で説明します。

• コールの転送（P. 35）

• 打診転送（P. 37）

• 直接転送（P. 38）

ユーザは、キーボード ショートカット、コンテキスト メニュー、メニューバー、またはマウスを使用
して、任意のウィンドウで転送、打診転送、または直接転送を実行します。

（注） コールの転送に関するメッセージを受信した場合は、P. 67 の「トラブルシューティング」を
参照してください。

コールの転送

転送の場合、コールの転送前に、コールの受信者に転送可能か否かを確認することはできません。

［転送］キーパッドを使用してコールを転送するには、表 6に示す方法のいずれかを実行します。

表 6 コールの転送

方法 操作

コンテキスト メニュー 転送するコールをクリックして、短縮ダイヤルまたはディレクトリの

エントリを右クリックし、［転送］を選択します。

マウスの使用 転送するコールを短縮ダイヤルまたはディレクトリのエントリ上にド

ラッグします。

デフォルトのキーボード

ショートカット

1. 転送するコールをクリックします。

2. PC のキーボードで、コールの転送先の番号を入力します。

3. Ctrl + X キーを押して、転送を完了します。
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ダイヤル パッド 1. 次の作業のいずれかを実行します。

転送するコールを右クリックして、コンテキスト メニューから［転
送］を選択します。

転送するコールをクリックした後、［通話制御］ツールバー上で［転

送］ボタンをクリックします。

転送するコールをクリックして、［アクション］メニューから［転

送］を選択します。

転送するコールをクリックした後、Ctrl + X キーを押します。

2. ［転送］キーパッドが表示された後、コールを転送する宛先の番号
を入力します。

3. OK をクリックします。

表 6 コールの転送

方法 操作
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打診転送

打診転送では、コールの転送前にコールの受信者に転送可能か否かを確認することができます。コー

ルを打診転送するには、表 7に示す方法のいずれかを実行します。

表 7 打診転送

方法 操作

コンテキスト メニュー 転送するコールをクリックして、短縮ダイヤルまたはディレクトリの

エントリを右クリックし［打診転送］を選択します。

デフォルトのキーボード

ショートカット

1. 転送するコールをクリックします。

2. PC のキーボードで、コールの転送先の番号を入力します。

3. Ctrl + T キーを押します。

ダイヤル パッド 1. 次の作業のいずれかを実行します。

転送するコールを右クリックして、コンテキスト メニューから［打
診転送］を選択します。

転送するコールをクリックした後、［通話制御］ツールバー上で［打

診転送］ボタンをクリックします。

転送するコールをクリックして、［アクション］メニューから［打

診転送］を選択します。

転送するコールをクリックした後、Ctrl + T キーを押します。

2. ［転送］キーパッドが表示された後、コールを転送する宛先の番号
を入力します。

3. OK をクリックします。［通話制御］ウィンドウにあるアクティブ
なコールが保留状態になります。

4. 転送先のユーザに、コールを転送すべきか否かを確認します。

5. 保留状態のコールを転送するには、手順 1. の方法のいずれかを実
行します。
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直接転送

直接転送を使用すると、2 つのコールを同一のコールにマージできます。直接転送機能を使用するに
は、［通話の詳細］ウィンドウで、同一回線上のアクティブなコールとその他のコールを選択する必要

があります。

コールを直接転送するには、表 8に示す方法のいずれかを実行します。

表 8 直接転送

方法 操作

コンテキスト メニュー Ctrl キーを押しながらコールをクリックして、［通話制御］ウィンドウ
で転送するコールを選択します。次に、そのコールを右クリックし、コ

ンテキスト メニューから［直接転送］を選択します。

通話制御ツールバー Ctrl キーを押しながら転送するコールをクリックした後、［直接転送］
ボタンを押します。

アクション メニュー Ctrl キーを押しながら転送するコールをクリックして、［アクション］
メニューから［直接転送］を選択します。

デフォルトのキーボード

ショートカット

1. Ctrl キーを押しながら、転送するコールをクリックします。

2. 転送を完了するには、Ctrl + R キーを押します。
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コールの参加

参加とは、コールのグループとアテンダントを 1 つの会議にマージすることです。参加機能を使用す
るには、同一回線上でアクティブなコールとその他のコールを選択する必要があります。

コールを参加させるには、表 9に示す方法のいずれかを実行します。

（注） アテンダントなしで 2 つのアクティブなコールをマージする方法については、P. 38 の「直接
転送」を参照してください。

表 9 コールの参加

方法 操作

コンテキスト メニュー Ctrl キーを押しながらコールをクリックして、［通話制御］ウィンドウ
で参加させるコールを選択します。次に、そのコールを右クリックし

て、コンテキスト メニューから［参加］を選択します。

通話制御ツールバー Ctrl キーを押しながら参加させるコールをクリックした後、［参加］ボ
タンを押します。

アクション メニュー Ctrl キーを押しながら参加させるコールをクリックして、［アクション］
メニューから［参加］ボタンを選択します。

デフォルトのキーボード

ショートカット

1. Ctrl キーを押しながら、参加させるコールをクリックします。

2. 参加を完了するには、Ctrl + J キーを押します。
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Ad Hoc 電話会議の開始
Cisco Unified CallManager Attendant Console を使用することによって、会議の管理者は、スケジュール
されていない会議を設定することができます。Ad Hoc 電話会議では、管理者になるユーザが各参加者
をコールして、会議に参加させることができます。

任意のウィンドウで Ad Hoc 電話会議を開始するには、表 10に示す方法のいずれかを実行します。 

（注） いずれのウィンドウからも Ad Hoc 電話会議を開始できます。［短縮ダイヤル］ウィンドウま
たは［ディレクトリ］ウィンドウから会議に追加する場合、［会議］ボタンをクリック、また

は［会議］メニュー オプションを選択することにより、参加者を電話会議に参加させ、ディ
レクトリまたは短縮ダイヤル グループで選択したユーザを会議に接続します。

表 10 Ad Hoc 電話会議の開始

方法 操作

コンテキスト メニュー 会議に追加するコールを選択した後、短縮ダイヤルまたはディレクト

リのエントリを右クリックして、［会議］を選択します。

マウスの使用 短縮ダイヤルまたはディレクトリのエントリを［会議］ボタン上にド

ラッグします。

デフォルトのキーボード

ショートカット

1. コールに応答します。

2. PC のキーボード上のキーを押して、会議に追加する電話番号を入
力します。 

3. 電話会議を開始するには、Ctrl + N キーを押します。

ダイヤル パッド 1. 次の作業のいずれかを実行します。

コールを右クリックして、コンテキスト メニューから［会議］を
選択します。 

適切なコールをクリックした後、［通話制御］ツールバーにある［会

議］ボタンをクリックします。 

適切なコールをクリックして、［アクション］>［会議］を選択します。

適切なコールをクリックした後、PC のキーボード上で Ctrl + N
キーを押します。 

2. ［会議］キーパッドが表示されたら、会議に追加するユーザの電話
番号を入力します。OK をクリックします。

3. ［会議］ボタンをクリックするか、［アクション］>［会議］を選択、
または PC のキーボード上で Ctrl + N キーを押します。
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コールの転送先保留

パーク（転送先保留）機能を使用すると、コールを保留にして、システム上の他の電話機からこのコー

ルを復旧できます。たとえば、電話機上でアクティブなコールを 1234 のような転送先保留番号にパー
クすると、同一システムにある別の電話機上の誰かが 1234 にダイヤルしてそのコールを取得すること
ができます。

［パーク中コールの詳細］ペイン内のパーク中エントリは、次の情報で構成されます。

• 転送先保留にしたコールの電話番号

• コールを転送先保留にした転送先保留番号

• コールを転送先保留にしたアテンダントの電話機の電話番号

たとえば、［パーク中コールの詳細］ペインのエントリが「2000 は、3000 により 4000 にパークされて
います」である場合、電話番号 3000 のアテンダントが電話番号 2000 のコールを Cisco Unified
CallManager が選択した内線番号（この場合は転送先保留番号 4000）に保留にしたことを意味します。
電話番号 2000 のコールは、ユーザがこのコールに応答するか、またはこのコールを転送先保留にした
アテンダントに戻るまで、保留状態となります。

（注） Cisco Unified CallManager が転送先保留番号を選択します。この番号は、システム管理者が 
Cisco Unified CallManager の管理ページに入力した設定に基づいています。

コールを転送先保留にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次の作業のいずれかを実行します。

• 転送先保留にするコールを右クリックして、コンテキスト メニューから［コールパー
ク］を選択します。

• 転送先保留にするコールをクリックした後、［通話制御］ツールバー上で［コールパー
ク］ボタンをクリックします。

• 転送先保留にするコールをクリックして、［アクション］メニューから［コールパー
ク］を選択します。

• PC のキーボードで、コールの転送先保留用に設定されているキーボード ショート
カットを押します。デフォルトでは、Ctrl + P キーが設定されています。

• 転送先保留にするコールを［通話制御］ウィンドウから［パーク中］ウィンドウにド
ラッグします。
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ステップ 2 コールが転送先保留にされている電話番号が、ダイアログボックスに表示されます。OK
をクリックします。

転送先保留にされているコールが［パーク中コールの詳細］ペインに表示されます。

ステップ 3 転送先保留にされているコールを復旧させるユーザに連絡します。
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転送先保留にされているコールの復旧

転送先保留番号に保留されているコールにユーザが応答しない場合は、そのコールを転送先保留番号

から復旧できます。

［パーク中］ウィンドウでは、アテンダント サーバに接続されたすべてのアテンダントが転送先保留し
たすべてのコールを表示でき、それらのコールを受けることができます。Attendant Console にログイン
する前に転送先保留されたコールを表示させたり、受けたりすることはできません。

転送先保留にされているコールを復旧するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ユーザがコールに応答しない場合は、次の作業のいずれかを実行して、転送先保留にされ

ているコールを復旧させます。

• 転送先保留から復旧させるコールを右クリックして、コンテキスト メニューから
［パークの復元］を選択します。

• 転送先保留から復旧させるコールをクリックした後、［通話制御］ツールバー上で
［パークの復元］ボタンをクリックします。

• 転送先保留から復旧させるコールをクリックして、［アクション］メニューから［パー
クの復元］を選択します。

• PC のキーボードで、転送先保留にされているコールの復旧用に設定されているキー
ボード ショートカットを押します。デフォルトでは、Ctrl + P キーが設定されています。

ステップ 2 番号が表示されているダイアログボックスで、復旧させる電話番号を選択します。［復元］

をクリックします。

アクティブなコールが［通話の詳細］ペインに表示されます。

ステップ 3 発信者に状況を知らせます。

別の方法（ショートカット）

• PC のキーボード上で、復旧させるコールの電話番号のキーを押した後、転送先保留にされている
コールの復旧用に設定されているキーボード ショートカットを押します。デフォルトでは、Ctrl +
P キーが設定されています。転送先保留にされているコールが自動的に［通話の詳細］ペインに戻
ります。

• 転送先保留にされているコールを［パーク中］ウィンドウから［オペレータ回線］ボタンにドラッ

グして、そのコールを復旧させることができます。
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ボイス メッセージ システムへのコールの転送
コールをボイス メッセージ システムに転送するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 コールに応答します。

ステップ 2 次の操作のいずれかを実行します。

• アクティブなコールを右クリックして、コンテキスト メニューから［ボイスメール］
を選択します。

• ［通話制御］ツールバーにある［ボイスメール］ボタンをクリックします。

• ［アクション］メニューから［ボイスメール］を選択します。

• PC のキーボードで、ボイス メッセージ システムへのコールの転送用に設定されてい
るキーボード ショートカットを押します。デフォルトでは、Ctrl + O キーが設定さ
れています。

ステップ 3 コールは自動的に保留状態となり、ダイヤル パッドが表示されます。連絡先の電話番号
を入力し、［ダイヤル］をクリックします。

ステップ 4 ［通話制御］ペインに、コールをボイス メッセージ システムに転送することが表示されま
す。転送が開始されるのを待ちます。

システム管理者が、コールのボイス メッセージ システムへの転送を開始するまでの時間
を設定します。この時間を変更する場合は、システム管理者にお問い合わせください。
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ダイヤル番号の使用方法

Cisco IP AutoAttendant などの自動音声プロンプトから、Cisco Unified IP Phone またはアテンダント PC
の数字キーパッドを使用して作業を行うように指示された場合は、［ダイヤル番号］キーパッドを使用

して作業を行う必要があります。

例：［ダイヤル番号］キーパッドの使用方法

他の会社に電話をかけるとき、自動音声プロンプトによって「相手の電話番号を入力するには 1 を押
してください」と指示された場合は、複数の方法のうちのいずれかで［ダイヤル番号］キーパッドを

表示した後、1 を入力します。

ヒント ［ダイヤル番号］キーパッドの使用中も、マウスをクリックしたりキーボード上でキーを

押したりすることができます。

［ダイヤル番号］キーパッドを使用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［ダイヤル番号］キーパッドを表示するには、次の作業のいずれかを実行します。

• ［アクション］>［ダイヤル番号］を選択します。
• Ctrl + S キーを押します。

ステップ 2 ［ダイヤル番号］キーパッドが表示されたら、次の作業のいずれかを実行します。

• コールをボイスメール システムに送信する場合は、ディレクトリ内のユーザの電話
番号を入力した後、自動音声プロンプトの指示に応じて、適切な英数字または記号を
フィールドに入力します。

• 外部電話番号をダイヤルしてから自動音声プロンプトを受けた場合は、自動音声プロ
ンプトの指示に応じて、適切な英数字または記号をフィールドに入力します。

ステップ 3 作業を完了したら、［閉じる］をクリックします。

別の方法（ショートカット）

必要に応じて、［ダイヤル番号］キーパッドを使用せずにダイヤル数字を入力できます。自動音声プロ

ンプトの指示を受けたら、PC のキーボード上で適切なキーを押した後、Ctrl + S キーを押します。
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キーボード ショートカットの使用
Cisco Unified CallManager Attendant Console 用に設定されたキーボード ショートカットを使用して、
コール制御作業と Attendant Console ユーザ インターフェイスのナビゲートを効率的に行うことができ
ます。キーボード ショートカットを使用したコール制御作業のガイドとして、表 11を使用してくださ
い。キーボード ショートカットを使用したインターフェイス ナビゲートのガイドとして、表 12 を使
用してください。

（注） デフォルトのキーボード ショートカットを変更するには、P. 50 の「キーボード ショートカッ
トの作成および編集」を参照してください。

表 11 コール制御に関するキーボード ショートカット

実行すべき作業
システム デフォルト 
ショートカット1

1. Attendant Console は、デフォルトのキーボード ショートカットを自動的に設定します。 

ユーザ設定ショートカット2

2. システム デフォルトのショートカットを変更する場合は、設定したキーボード ショートカットを「ユーザ設定
ショートカット」欄に記入します。 

コールへの応答 Ctrl + A

コールの開始 Ctrl + D

コールの終了 Ctrl + H

コールの保留 Ctrl + L

コールの保留状態からの復旧（再開） Ctrl + L

コールの転送先保留 Ctrl + P

転送先保留にされているコールの復旧 Ctrl + P

転送 Ctrl + X

打診転送 Ctrl + T

直接転送 Ctrl + R

コールの参加 Ctrl + J

電話会議 Ctrl + N

ボイスメールへのコールの転送 Ctrl + O

ダイヤル番号の使用 Ctrl + S
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表 12 ナビゲーションに関するキーボード ショートカット

実行すべき作業 システム ショートカット

ウィンドウ間の移動。 Ctrl + F6

［通話制御］ウィンドウへの移動。 Ctrl + Shift + L

［ブロードキャスト］ウィンドウへの移動。 Ctrl + Shift + B

［ディレクトリ］ウィンドウへの移動。 Ctrl + Shift + D

［パーク中］ウィンドウへの移動。 Ctrl + Shift + P

［短縮ダイヤル］ウィンドウへの移動。 Ctrl + Shift + S

テーブル内のセル間の移動。 Tab

テーブル内の次の行への移動。 下矢印

テーブル内の前の行への移動。 上矢印

スクロールバーなど、ウィンドウ内の領域への移動（存在する場合）。

（注） Ctrl + Tab キーを押したときに、Tab キーを押したときと同
じ機能が実行される場合があります。

（注） ［ダイヤルパッド］ウィンドウ内のスクロールバーに移動し
た後で［番号を入力してください］フィールドに移動する
には、Tab キーを押す必要があります。

Ctrl + Tab

下方向のスクロール。

（注） ウィンドウで下方向にスクロールする前に、スクロール
バーにフォーカスを移したことを確認してください。スク
ロールバーに移動するまで Ctrl + Tab キーを押してくださ
い。

下矢印

上方向のスクロール。

（注） ウィンドウで上方向にスクロールする前に、スクロール
バーにフォーカスを移したことを確認してください。スク
ロールバーに移動するまで Ctrl + Tab キーを押してくださ
い。

上矢印
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次のタブへの移動。

（注） ウィンドウで次のタブに移動する前に、タブにフォーカス
を移したことを確認してください。タブに移動するまで Ctrl
+ Tab キーを押してください。

右矢印

前のタブへの移動。

（注） ウィンドウで前のタブに移動する前に、タブにフォーカス
を移したことを確認してください。タブに移動するまで Ctrl
+ Tab キーを押してください。

左矢印

特定のウィンドウのコンポーネントへの移動。ウィンドウ内の異なるコ

ンポーネントに移動するには、Ctrl + Tab キーを押すことが必要になる場
合があります。

Tab

ボタンのアクティブ化。 スペース バー

ダイヤル パッド内の［部署名］コンボ ボックスへの移動。 Alt + C

ダイヤル パッド内の［ディレクトリ］テーブルへの移動。 Alt + T

ダイヤル パッド内の［名］フィールドへの移動。 Alt + F

ダイヤル パッド内の［姓］フィールドへの移動。 Alt + L

ダイヤル パッド内の［電話番号］フィールドへの移動。 Alt + N

表 12 ナビゲーションに関するキーボード ショートカット（続き）

実行すべき作業 システム ショートカット
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3
Cisco Unified CallManager Attendant 
Console 設定のカスタマイズ

Cisco Unified CallManager Attendant Console 設定では、コール制御作業の実行に使用するキーボード
ショートカット、Attendant Console が Attendant Console サーバおよびディレクトリと対話できるように
する設定、Attendant Console ディスプレイのテキストのサイズと色など、さまざまなシステム設定を編
集できます。

この章では、次のトピックについて取り上げます。

• キーボード ショートカットの作成および編集（P. 50）

• 設定値の表示と編集（P. 51）

• 画面表示の変更（P. 52）
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キーボード ショートカットの作成および編集
Cisco Unified CallManager Attendant Console を使用して、ユーザの仕様に合わせてキーボード ショート
カットを作成、または変更できます。また、Attendant Console の終了時にこれらを保存できます。メ
ニューバー上で使用できるすべてのオプションに対して、キーボード ショートカットを作成できます。 

キーボード ショートカットを作成、および変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［編集］メニューから［キーボードのショートカット］を選択します。

ステップ 2 ダイアログボックスの［コマンド］エリアにあるリストから、キーボード ショートカッ
トを作成、または変更するコマンドを選択します。

ステップ 3 ［キー］フィールドにショートカットに使用するキー ストロークを入力します。

ステップ 4 Ctrl、Shift、または Alt チェックボックスのいずれか（またはこれらのチェックボックス
の組み合わせ）をオンにします。

ステップ 5 ［保存］、［保存して閉じる］、または［キャンセル］をクリックします。

（注） ［保存］をクリックすると、続けて他のショートカットを作成、または編集できます。

ダイアログボックスが閉じると、キーボード ショートカットがメニュー オプションに隣
接して表示されます。また、ダイアログボックスの［コマンド］エリアからコマンドを選

択すると、キーボード ショートカットが［キー］フィールドの上に表示されます。
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設定値の表示と編集

ユーザおよびシステム管理者は、［編集］メニューを使用して、Cisco Unified CallManager Attendant
Console の使用範囲に関わる設定値を変更できます。Attendant Console は、これらの設定値によって
Attendant Console サーバ、およびディレクトリと対話できます。このディレクトリは、［ディレクトリ］
ウィンドウにあるすべてのディレクトリ情報を保持しています。

お客様のシステム管理者が指示した場合に限り、これらの設定値を変更することをお勧めします。 

設定値を表示、および編集するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［編集］メニューから［設定］を選択します。

ステップ 2 設定や変更の方法の詳細については、P. 20 の「Cisco Unified CallManager Attendant Console
の最初の起動」を参照してください。
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画面表示の変更

［表示］メニューを使用して、ウィンドウに表示されるテキストのサイズ、およびコンソールに表

示される色を変更できます。次の項を参照してください。

• テキスト サイズの変更（P. 52）

• カラー スキームの変更（P. 53）

• ウィンドウのサイズとレイアウトのロック（P. 53）

• デフォルトのウィンドウ レイアウトの選択（P. 54）

テキスト サイズの変更
Cisco Unified CallManager Attendant Console を使用して、ユーザの仕様に合わせてテキスト サイズを変
更できます。すべてのウィンドウに表示されるテキスト サイズ、あるいは特定のウィンドウに表示さ
れるテキスト サイズを変更できます。 

ウィンドウ内に表示されるテキスト サイズを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 必要に応じて、次の作業のいずれかを実行します。

• すべてのウィンドウに表示されるテキスト サイズを変更するには、［表示］メニュー
から［テキストサイズ］を選択します。

• 特定のウィンドウに表示されるテキスト サイズを変更するには、そのウィンドウ内
で右クリックして、コンテキスト メニューから［テキストサイズ］を選択します。

ステップ 2 次のオプションのいずれかを選択します。

• ［最大］

• ［大］

• ［中］

• ［小］

• ［最小］

ウィンドウ内のテキスト サイズが変更されます。
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カラー スキームの変更
Cisco Unified CallManager Attendant Console を使用して、ユーザの仕様に合わせて Attendant Console のカ
ラー スキームを変更できます。最初に Attendant Console を使用するときは、デフォルトのカラー スキー
ム（青色と白色）が表示されます。 

表示されるカラー スキームを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ［表示］メニューから［カラー スキーム］を選択します。

ステップ 2 次のオプションのいずれかを選択します。

• ［デフォルト］：青色と白色

• ［ブラウン］

• ［エメラルド］

• ［グレー］

• ［コントラスト］：薄い灰色の背景の上に白色で表示

カラー スキームが Attendant Console 上で変更されます。

ウィンドウのサイズとレイアウトのロック

［表示］>［ウィンドウのロック］を選択することにより、ウィンドウのサイズとレイアウトをロック
できます。この操作により、ウィンドウのサイズが変わることなく、希望したとおりにウィンドウが

表示されるようになります。

ヒント レイアウトのロックを解除するには、［表示］>［ウィンドウのロック解除］を選択します。

ヒント ウィンドウの位置をロックしている場合でも、［デフォルトのウィンドウレイアウト］オ

プションを選択できます。ウィンドウはロックされた状態のままになります。



54 OL-8781-01-J

デフォルトのウィンドウ レイアウトの選択
Cisco Unified CallManager Attendant Console では、表示されるすべてのウィンドウを最大化、または最
小化できます。ウィンドウ レイアウトをデフォルトに変更すると、Cisco Unified CallManager Attendant
Console のウィンドウは縮小して、その中に 3 つのウィンドウ、メニューバー、［通話制御］ツールバー、
およびステータスバーを囲み入れたように表示されることがあります。

（注） ［デフォルトのウィンドウレイアウト］オプションを選択する前にウィンドウを最小化した場

合、オプションの選択後にウィンドウが最大化されます。 

［デフォルトのウィンドウレイアウト］オプションを選択する前にユーザがテキスト サイズ、
およびカラー スキームを変更している場合、オプションの選択後も変更はそのままです。

ウィンドウ レイアウトをデフォルトに変更するには、［編集］>［デフォルトのウィンドウレイアウト］
を選択します。
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4
短縮ダイヤルのエントリとグループの
設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 短縮ダイヤル グループの追加（P. 56）

• 短縮ダイヤルのインポートとエクスポート（P. 60）

• 短縮ダイヤル グループの名称変更（P. 57）

• 短縮ダイヤル グループの削除（P. 58）

• 短縮ダイヤル エントリの追加（P. 59）

• 短縮ダイヤル エントリの編集（P. 61）

• 短縮ダイヤル エントリの削除（P. 62）

• 短縮ダイヤル グループ内のエントリのソート（P. 62）

ユーザは、短縮ダイヤル エントリを短縮ダイヤル グループに分類することができ、これらのグループ
は［短縮ダイヤル］ウィンドウ内に個別のタブとして表示されます。これらのタブは、お互いの上に

重ねられるので、必要なだけグループを追加できます。同様に、必要なだけのエントリを 1 つのグルー
プに追加できます。

短縮ダイヤル エントリを使用してコール制御作業を実行する前に、1 つ以上の短縮ダイヤル グループ
を追加し、このグループに 1 つ以上のエントリを入れる必要があります。また、［サンプルグループ］
タブの名称を変更して、エントリを追加することができます。詳細については、P. 57 の「短縮ダイヤ
ル グループの名称変更」を参照してください。

ヒント ［短縮ダイヤル］ウィンドウ内のタブを右クリックして、短縮ダイヤル グループをすばや
く追加、編集、および削除できます。
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短縮ダイヤル グループの追加
短縮ダイヤル エントリを編成して、短縮ダイヤル グループを作成できます。たとえば「人事部」とい
う名称の短縮ダイヤル グループを追加し、人事部門の職員を短縮ダイヤル エントリとしてここに入れ
ることができます。

（注） Cisco Unified CallManager Attendant Console では、［短縮ダイヤル］ウィンドウ内で各グループ
を互いに重ねることができるので、必要なだけ短縮グループを追加できます。

短縮ダイヤル グループは、アルファベット順ではなく、［短縮ダイヤル］ウィンドウ内でグ
ループを設定した順に表示されます。たとえば「人事部」短縮ダイヤル グループを設定した
後に、「開発部」短縮ダイヤル グループを設定した場合、「人事部」グループが左側に表示さ
れます。これはこのグループを先に設定したためです。

［短縮ダイヤル］ウィンドウ内で短縮ダイヤル グループを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次の 2 つの作業のいずれかを実行します。

• ［短縮ダイヤル］ウィンドウ内でマウスを右クリックして、コンテキスト メニューか
ら［短縮ダイヤルグループの新規作成］を選択します。

• ［編集］メニューから［短縮ダイヤル］>［短縮ダイヤルグループの新規作成］を選択
します。

ステップ 2 ダイアログボックスの［グループ名］フィールドに新しいグループ名を入力して、［保存］

をクリックします。

ダイアログボックスが自動的に閉じて、新しいタブが［短縮ダイヤル］ウィンドウに表示

されます。

ステップ 3 これで、短縮ダイヤル グループの名称変更、グループの削除、およびこの短縮ダイヤル
グループへの短縮ダイヤル エントリの追加が可能になります。

ヒント 短縮ダイヤル グループのタブをクリックすると、そのグループの名称が［短縮ダイヤル］
ウィンドウの左上隅に表示されます。
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短縮ダイヤル グループの名称変更
短縮ダイヤル グループの名称は、任意で変更できます。「サンプルグループ」の名称変更を考慮してく
ださい。これは、Attendant Console にログインしたときに［短縮ダイヤル］ウィンドウに自動的に表示
されます。 

短縮ダイヤル グループの名称を変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 名称を変更する短縮ダイヤル グループのタブをクリックします。

ステップ 2 ［短縮ダイヤル］ウィンドウ内でマウスを右クリックして、コンテキスト メニューから
［短縮ダイヤルグループの名前の変更］を選択します。

ステップ 3 ダイアログボックスの［グループ名］フィールドに新しいグループ名を入力して、［保存］

をクリックします。

ダイアログボックスが自動的に閉じて、名称変更されたタブが［短縮ダイヤル］ ウィンド
ウに表示されます。
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短縮ダイヤル グループの削除
短縮ダイヤル グループは、任意で削除できます。短縮ダイヤル グループを削除すると、そのグループ
内のすべてのエントリが削除されることに注意してください。

短縮ダイヤル グループを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 削除する短縮ダイヤル グループのタブをクリックします。

ステップ 2 次の 2 つの作業のいずれかを実行します。

• ［短縮ダイヤル］ウィンドウ内でマウスを右クリックして、コンテキスト メニューか
ら［短縮ダイヤルグループの削除］を選択します。

• ［編集］メニューから［短縮ダイヤル］>［短縮ダイヤルグループの削除］を選択します。

ステップ 3 グループの削除を確認するプロンプトが表示されたら、［はい］、［いいえ］、または［キャ

ンセル］をクリックします。

（注） ［はい］をクリックすると、その短縮ダイヤル グループ内のすべての短縮ダイヤル エントリが
削除されます。

［はい］をクリックすると、そのグループのタブが［短縮ダイヤル］ウィンドウから消去

されます。
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短縮ダイヤル エントリの追加
短縮ダイヤル エントリには、人名、電話番号、短縮ダイヤル グループに追加した人物に関する注記が
あります。短縮ダイヤル エントリを追加することによって、迅速なコールを開始、転送、打診転送を
実行し、さらに短縮ダイヤル エントリに関連する人物との電話会議を開始できます。

Cisco Unified CallManager Attendant Console では、各短縮ダイヤル エントリに人名、および電話番号を
入力する必要があります。ただし［説明］フィールドには、情報を入力しなくても構いません。

［短縮ダイヤル］ウィンドウ内で短縮ダイヤル エントリを追加するには、次の手順を実行します。

（注） 別の Attendant Console からエクスポートされた短縮ダイヤル エントリを追加したい場合は、P.
60 の「短縮ダイヤルのインポートとエクスポート」を参照してください。

手順

ステップ 1 エントリを追加する短縮ダイヤル タブをクリックします。

ステップ 2 次の 2 つの作業のいずれかを実行します。

• ［短縮ダイヤル］ウィンドウ内でマウスを右クリックして、コンテキスト メニューか
ら［短縮ダイヤルの追加］を選択します。

• ［編集］メニューから［短縮ダイヤル］>［短縮ダイヤルの追加］を選択します。

ステップ 3 ダイアログボックスが表示されたら、該当するフィールドに人名、電話番号、および注記

を入力します。 

ステップ 4 ［保存］または［保存して閉じる］をクリックします。 

（注） ［保存］をクリックすると、短縮ダイヤル グループにもう 1 つの短縮ダイヤル エントリが
即時に追加されます。

ダイアログボックスが自動的に閉じて、この短縮ダイヤル エントリが［短縮ダイヤル］
ウィンドウに表示されます。
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ヒント 必要に応じて、ディレクトリ エントリを［ディレクトリ］ウィンドウから［短縮ダイヤ
ル］ウィンドウにドラッグすることによって、短縮ダイヤル エントリを追加できます。

短縮ダイヤルのインポートとエクスポート

Attendant Console ユーザ インターフェイスから短縮ダイヤルをインポートおよびエクスポートするこ
とができます。Attendant Console から短縮ダイヤルをエクスポートし、それを別の Attendant Console に
インポートすることによって、Attendant PC 間で簡単に短縮ダイヤルを共有できます。短縮ダイヤルの
グループとエントリをインポートおよびエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次の作業のいずれかを選択します。

• 短縮ダイヤルをインポートするには、［ファイル］>［短縮ダイヤルのインポート］を
選択し、ステップ 2 へ進みます。

• 短縮ダイヤルをエクスポートするには、［ファイル］>［短縮ダイヤルのエクスポー
ト］を選択します。短縮ダイヤル ファイルを保存する場所を参照し、ファイル名の
フィールドにファイルの名前を入力して、［エクスポート］をクリックします。すべ
ての短縮ダイヤル グループおよびエントリがシステムによってファイルにエクス
ポートされます。エクスポートした短縮ダイヤル ファイルは、テキスト エディタを
使用して表示できます。

ステップ 2 短縮ダイヤルをインポートする元のファイルを参照し、［インポート］をクリックします。

システムによって短縮ダイヤルが［短縮ダイヤル］ウィンドウの新規短縮ダイヤル グルー
プ タブにインポートされます。システムは、Attendant Console と短縮ダイヤル ファイル
に同じ名前のグループが含まれている場合でも、それぞれの短縮ダイヤル グループを
Attendant Console の新規タブにインポートします。短縮ダイヤル グループの名前を変更す
るには、次の手順を実行します。
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短縮ダイヤル エントリの編集
短縮ダイヤル エントリの人名、電話番号、および注記は、任意で編集できます。Cisco Unified CallManager
Attendant Console では、各短縮ダイヤル エントリに人名、および電話番号を入力する必要があります。
ただし［説明］フィールドには、情報を入力しなくても構いません。

短縮ダイヤル エントリを編集するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 エントリを編集する短縮ダイヤル タブをクリックします。

ステップ 2 更新する短縮ダイヤル エントリをクリックします。

ステップ 3 次の 2 つの作業のいずれかを実行します。

• ［短縮ダイヤル］ウィンドウ内でマウスを右クリックして、コンテキスト メニューか
ら［短縮ダイヤルの編集］を選択します。

• ［編集］メニューから［短縮ダイヤル］>［短縮ダイヤルの編集］を選択します。

ステップ 4 ダイアログボックスが表示されたら、該当するフィールドで人名、電話番号、および注記

を編集します。

ステップ 5 情報を保存するには、［保存］をクリックします。

ダイアログボックスが自動的に閉じて、更新された短縮ダイヤル エントリが［短縮ダイ
ヤル］ウィンドウに表示されます。
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短縮ダイヤル エントリの削除
短縮ダイヤル エントリは、任意で削除できます。短縮ダイヤル エントリを削除すると、エントリ全体
が削除されます。エントリ内の特定のフィールドだけを削除することはできません。ただし、注記の

フィールドだけは、情報を削除できます。その場合は、短縮ダイヤル エントリの編集を行ってください。

短縮ダイヤル エントリを削除しても、短縮ダイヤル グループ全体は削除されません。短縮ダイヤル エ
ントリを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 エントリを削除する短縮ダイヤルタブをクリックします。

ステップ 2 削除する短縮ダイヤル エントリをクリックします。

ステップ 3 次の 2 つの作業のいずれかを実行します。

• ［短縮ダイヤル］ウィンドウ内でマウスを右クリックして、コンテキスト メニューか
ら［短縮ダイヤルの削除］を選択します。

• ［編集］メニューから［短縮ダイヤル］>［短縮ダイヤルの削除］を選択します。

ステップ 4 エントリの削除を確認するプロンプトが表示されたら、［はい］、［いいえ］、または［キャ

ンセル］ をクリックします。

［はい］をクリックすると、その短縮ダイヤル エントリが［短縮ダイヤル］ウィンドウか
ら消去されます。

短縮ダイヤル グループ内のエントリのソート
［短縮ダイヤル］ウィンドウ内の［名前］ヘッダーをクリックして、短縮ダイヤル エントリを人名で
ソートできます。ヘッダー内に表示された上向きの矢印は、エントリを昇順にソートしていることを

示し、下向きの矢印は、降順にソートしていることを示します。 
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5
ディレクトリの使用方法

Cisco Unified CallManager Attendant Console には、システム内の内線番号のディレクトリ、つまり一覧
表が備わっています。このディレクトリを使用して電話番号を検索し、コールを開始、または電話の

使用状態を確認できます。

Cisco Unified CallManager Attendant Console では、Cisco Unified CallManager のユーザ ディレクトリ、つ
まり［アテンダントの設定］ダイアログボックスの［詳細設定］タブで指定したユーザのリストがディ

レクトリとして使用されます。Cisco Unified CallManager の管理の［ユーザ］エリアに指定されたどの
ユーザも検索できます。システム管理者が Cisco Unified CallManager のディレクトリを管理します。こ
のディレクトリに人名、または別の情報を追加する場合は、システム管理者に問い合わせて、このデー

タベースをアップデートしてください。

［ディレクトリ］ウィンドウには、次の情報があります。

• ［ステータス］：回線が待機中、呼び出し中、通話中、または不明の状態を表示します。

• ［電話番号］：内線電話番号を表示します。

• ［姓］、［名］、および［部署名］：内線電話番号に関する追加情報を表示します。これらのフィール
ドのいずれかが空白である場合、システム管理者が、Cisco Unified CallManager の管理の［ユーザ］
エリアに情報を入力していません。これらのフィールドのアップデートをシステム管理者に依頼し

てください。

この章では、次のトピックについて取り上げます。

• ディレクトリ内での特定の人名の検索（P. 64）

• ディレクトリのリロード（P. 65）

• ディレクトリのソート（P. 65）

• ディレクトリウィンドウ内の列の表示順序変更（P. 65）
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ディレクトリ内での特定の人名の検索

ディレクトリ内の特定の人名を検索するには、［姓］フィールド、［名］フィールド、または［部署名］

ドロップダウン リスト ボックスを使用します。人名をすばやく検索するには、最初に［部署名］ド
ロップダウン リスト ボックスを使用し、次に必要に応じて［姓］フィールド、または［名］フィール
ドを使用して、検索範囲を狭めてください。適切なフィールドに情報を入力すると、その情報の一部

だけを入力した場合でも、Cisco Unified CallManager Attendant Console は、その人物の検索をします。
［クリア］ボタンを押すと、ヘッダーの下、またはフィールドに表示されたディレクトリのエントリを

いつでも消去できます。

［詳細検索］ボタンをクリックして、各フィールドに適切なユーザ情報を入力することにより、詳細検

索を実行できます。

例：人名の検索

フィールドに情報を入力すると、ディレクトリがエントリを検索します。姓（ラスト ネーム）が「Clark」
であるユーザを検索する場合、［姓］フィールドにアルファベット「Cla」を入力して、最も近いエント
リにディレクトリをスクロールできます。

ディレクトリ内の特定の人名を検索するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ユーザを検索するには、次の作業のいずれかを実行します。

• 適切なフィールドに、名と姓を入力します。 
• ［部署名］ドロップダウンリストで、［いずれかを選択］または［すべてのユーザの表
示］に表示される部署を選択します。

［すべてのユーザの表示］オプションは、このディレクトリ内のユーザ数が 1000 以内
であるときだけ表示されます。［いずれかを選択］オプションでは、会社内の特定の
部門を表示します。

部門を選択した後、適切なフィールドに名前、または姓を入力して、検索範囲を狭め
ることができます。

• 詳細検索を実行するには、［詳細検索］ボタンをクリックして、フィールドに適切な
ユーザ情報を入力した後、［検索］をクリックします。

ステップ 2 表示されているディレクトリ エントリのすべてを消去、または姓および名前を消去する
には、［クリア］ボタンをクリックします。
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ディレクトリのリロード

Attendant Console は、システム管理者が設定した間隔でディレクトリを自動的に更新します。［リロー
ド］ボタンをクリックすると、ディレクトリを手動でリロードできます。

ディレクトリのソート

ディレクトリのヘッダーには、ディレクトリ エントリの現在の順序（昇順または降順）が表示されま
す。［ディレクトリ］ウィンドウ内のヘッダーにある上向きの矢印、または下向きの矢印をクリックし

て、ディレクトリをソートできます。

ディレクトリウィンドウ内の列の表示順序変更

［ディレクトリ］ウィンドウ内の列の表示順は、任意で変更できます。列の表示順を変更するには、列

のヘッダーをウィンドウ内の新しい位置にドラッグします。

（注） ［ディレクトリ］ウィンドウの外に列をドラッグすることはできません。
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6
トラブルシューティング

この章では、Cisco Unified CallManager Attendant Console のトラブルシューティング情報について説明
します。この章に記載されていない問題については、システム管理者にお問い合わせください。

ログインが失敗しました。この問題は、どうしたら解決できますか。

システム管理者に問い合わせて、Cisco Unified CallManager Attendant Console のユーザ ID とパスワード
を確認、およびアップデートしてください。

コールを開始できる回線がないというメッセージを受け取りました。

使用できるように設定されたすべての回線が使用中です。回線の 1 つが使用できるようになるのを待っ
てから、コールを開始してください。

同じオペレータ端末に接続できないというメッセージを受け取りました。

このメッセージは、お使いの Cisco Unified IP Phone 上に設定された回線に、同じ電話機上の他の回線か
らコールできないことを意味します。

選択した回線が使用できないというメッセージを受け取りました。

各回線で同時にサポートされるのは、設定された数のコールだけです。たとえば、同時に 2 つのコー
ルをサポートするように回線を設定した場合、コールの転送にライン 1 を使用し、同じ回線上で別の
コールを保留中にすると、その選択した回線は使用できなくなります。これらの作業の 1 つを終了さ
せるまで、この回線は使用できません。

オペレータ端末がダウンしているというメッセージを受け取りました。

Cisco Unified IP Phone がネットワークに確実に接続されていることを確認してください。

コールを転送できないというメッセージを受け取りました。

コールの転送が正常にできなかった場合、次のメッセージを受け取ることがあります。

• 転送しようとしているコールは存在しないか、アクティブになっていません。

• 不明な転送先に転送しようとしています。
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• 転送されたコールは受信者により終了されました。

• 転送先が通話中になっています。

• 転送先が故障中です。

• 内部エラーにより、コールの転送に失敗しました。

使用している電話機の電話番号を変更した場合は Cisco Unified CallManager Attendant Console からロ
グアウトし、再びログインする必要があるというメッセージを受け取りました。

Cisco Unified CallManager Attendant Console へのログイン時に、Cisco CallManager エクステンション モ
ビリティを使用して Cisco Unified IP Phone でログインまたはログアウトすると、Cisco Unified IP Phone
はリセットされ、Attendant Console のコール制御ステータスがダウンします。Cisco Unified CallManager
Attendant Console からログアウトする必要があります。Cisco Unified CallManager Attendant Console に再
びログインしたら、［アテンダントの設定］ダイアログボックスの［自分の電話の電話番号］フィール

ドで電話機の現在の電話番号を指定する必要があります。

使用している電話機で正しい回線ボタン セットが表示されません。

Attendant Console は、電話機からの回線情報を自動的に更新しません。使用している電話機がシステム
管理者によってリセットされると、Attendant Console からログアウトして再びログインする必要がある
というメッセージが Attendant Console に表示されます。ログアウトして再びログインすると、正しい回
線ボタン セットが表示されます。

一部のテキストが、Cisco Unified CallManager Attendant Console のダイアログボックスで選択した言
語ではなく、英語で表示されます。

システム管理者が、選択する言語を使用できる最新のロケール インストーラをインストールする必要
があります。システム管理者に、『Cisco IP Telephony Platform Administration Guide』を参照するようお
伝えください。
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